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１．開  会 

○小林開発計画課長 定刻になりましたので、これから北海道価値創造パートナーシップ

会議ｉｎ釧路を始めさせて頂きたいと思います。よろしくお願い致します。 

 本日は、皆様お忙しいところお集まり頂きまして、誠にありがとうございました。私、

この会議の事務局、進行を担当致します北海道開発局の小林と申します。どうぞよろしく

お願い致します。すみません、以降、座って進行を進めさせて頂きたいと思います。 

 今日は大変良いお天気になって、気温も上がって、会場の中も若干ちょっと蒸している

ような感じが致しますので、出席の皆様も、あと会場の皆様も、適宜上着を取って頂い

て、会議に参加して頂ければと思います。 

 この会議は、新たな北海道総合開発計画の中間整理について、道内各地域の課題解決や

活性化に日頃から活躍しておられる方々から御意見等をお伺いし、新計画の立案に活かす

とともに、関係者相互の協力関係構築の促進を図る事を目的として開催させて頂くもので

ございます。 

 本日の会議は、マスコミも含めまして一般の方々に傍聴頂いております。 

 それから、本日の配付資料でございますが、資料１から６までとなっております。過不

足等ございましたら、適宜、事務局の方にお申しつけ頂きますようお願い申し上げます。 

 なお、本日の議事録及び資料につきましては、後日、国土交通省のホームページに掲載

する事を予定しておりますので、予めご承知置きください。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、初めに、国土交通省を代表致しまして、岡部北海道局長から一言御挨拶申し

上げます。 

○岡部北海道局長 北海道局長の岡部でございます。 

 今日は皆さんお忙しい中、この北海道価値創造パートナーシップ会議ｉｎ釧路に御出席

を頂きまして誠にありがとうございます。 

 サブタイトルにも付いておりますけれども、新たな北海道総合開発計画に向けてという

事になってございます。御承知の方々もおられるかもしれませんが、国として、北海道の

総合開発をどういうふうに進めるかという計画を定期的に作っておりまして、これは北海

道開発法という法律に基づいて、そういう計画を国が作るという事になっております。 

 新たな計画を作るために、今年の１月から計画の策定作業を始めておりまして、ちょう

ど今、中間点に差しかかったところという事でございます。具体的には、国土審議会北海

道開発分科会というのがあるのですが、そこのもとに計画部会というのを作らせて頂い

て、そこで御検討を頂いているという事でございます。今日、小磯先生、西山先生におい

で頂いておりますが、お二方の先生には、その計画部会で、今、精力的に計画作りを頂い

ているところでございます。 

 そういう中で、今日は、道内の各地域の各界で御活躍されている方の意見をお伺いしな

がら、その計画作りに活かしていこうという趣旨で開かせて頂いております。全道でもこ
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れまで７カ所で開催させて頂いておりまして、来週は旭川で開催する予定になっておりま

すけれども、こういう会議の場で様々な御活躍あるいは御経験をお持ちの皆様から貴重な

御意見を頂きまして、計画作りに活かして参りたいというふうに思っております。 

 策定の目途と致しましては、来年の３月までに計画を策定して、最終的には閣議決定を

するという計画でございます。後ほどの中間整理での報告もございますけれども、北海道

全体で人口が減少するという局面になっておりますけれども、一方で、北海道の元々の

持っている資源であります農水産品が、非常に評価が高くなって、海外に出て行ったりと

か、というような明るい前向きの話題もある。そういうちょうど時代の少し境目に差しか

かっているところではないかというふうに思っておりますので、今後の北海道のあり方に

ついて、今日は御忌憚のない御意見を頂ければというふうに思っておりますので、よろし

くお願い致します。 

 それから、実は、このパートナーシップ会議という名前にしているのは、こういうふう

に地域の関係の方にお集まり頂いて、そこで頂いた御意見を活かして計画を立てるのです

が、その計画を実際に推進する段階でも、今日お集まりの皆様にもまた色々御協力を頂い

たり、御助言を頂いたりしながら、計画を作るだけではなくて、作った後の推進の時にも

ぜひ御参加頂きたいというふうに思っておりまして、そういう意味も込めまして、今日は

皆様にもお集まり頂いたところでございます。 

 限られた時間でございますけれども、本日はよろしくお願い致します。（拍手） 

○小林開発計画課長 それでは、報道の関係者の方々を始め、傍聴の皆様のカメラ撮影は

ここまでという事にさせて頂きたいと思います。 

 

２．出席者紹介 

○小林開発計画課長 続きまして、本日御出席の皆様を御紹介申し上げたいと思います。 

 まず始めに、生田仁志様でございます。 

 石橋榮紀様でございます。(拍手) 

 伊関義和様でございます。(拍手) 

 大野良太様でございます。(拍手) 

 金子ゆかり様でございます。(拍手) 

 森崎三記子様でございます。(拍手) 

 それでは、続きまして、国土審議会北海道開発分科会計画部会の出席者を紹介致しま

す。 

 小磯委員でございます。(拍手) 

 西山委員でございます。(拍手) 

 国土交通省の出席者を紹介致します。 

 岡部国土交通省北海道局長でございます。(拍手) 

 鎌田国土交通省北海道局参事官でございます。(拍手) 
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 難波江北海道開発局開発監理部次長でございます。(拍手) 

 數土北海道開発局釧路開発建設部長でございます。(拍手) 

 それでは、ここから先の司会につきましては、小磯委員にお願いさせて頂きたいと存じ

ます。よろしくお願い致します。 

○小磯氏 本日のパートナーシップ会議、釧路での会議、一応進行役という事で仰せつか

りましたので、よろしくお願い致します。 

 私自身は今、御紹介頂きましたように新しい北海道の総合開発計画、この議論を進めて

おります国土審議会分科会の計画部会のメンバーという事、その立場と同時に、この釧路

の地では長く活動して参りました。今日も会場に懐かしい顔ぶれがたくさんおられますけ

れども、そんな関わりで進行役を仰せつかったのではないかなというふうに思っておりま

す。色々な意味合いで、せっかくのこういう国の計画作り、そこに地域の声を反映してい

く、しっかりとその計画の中に釧路の思いを伝えていくという貴重な場だと思いますの

で、皆さん方の協力で何とか進めていきたいと思っておりますので、よろしくお願い致し

ます。 

 

３．出席者からの活動や取組の概要紹介 

○小磯氏 まず、今日御参加の皆様方の自己紹介という形から最初スタートしたいと思い

ます。日頃の活動とか取組、どんな事をしておられるのか、そういうところをお一人３分

程度という感じで、ちょっと着席順で、生田さんの方からになりますけれども、御紹介頂

ければと思いますので、よろしくお願い致します。 

○生田氏 先ほど御紹介頂きまして、あいうえお順のトップバッターという事で、私の方

から、まず自己紹介等をさせて頂きたいと思います。 

 北海道標茶高等学校の校長を務めさせて頂いております。１８年ぐらい前までは農業高

校でしたので、標茶高校といえば農業高校かという印象をお持ちの方も多いかと思います

が、現在、総合学科という新しいタイプの高校として歴史を刻んでおります。 

 私も含めてですけれども、私たちが高校の時には、普通高校でなければ、あとは実業高

校、工業高校とか商業高校とか農業高校とか、そういう高校しかなかったのですけれど

も、近年、もっと生徒の多様なニーズに応える学校を作らなければならないという事で、

北海道も多様な高校づくりに取り組んでおりまして、その中の一つの総合学科である標茶

高校でございます。もちろん財産としましては、農業の施設設備が非常に豊かにございま

すので、農業を中心とした学習活動をやっておりますが、農業高校ではないというところ

をひとつ覚えておいて頂きたいと思います。 

 総合学科の説明を致しますと、それだけでも３０分ぐらいになってしまうのですけれど

も、簡単に申せば、中学校段階で生徒がまだ進路は決められないだろうと、もっとじっく

り時間をかけて、世の中のあり方、それから自分の生き方、自分の適性、そういうものを

じっくり考えてから選択科目を選んで、そして自分の進路を決めていこうという事をでき
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る学校として作られたのが総合学科です。ですから、１年の時には、世の中のあり方、そ

れから自分の適性、自己理解ですね、それから職業ってどういうものがあるのか、働くっ

てどういう事なのか、これを１年間かけて勉強致します。その中で、途中経過として、で

は、自分が世の中と関わっていくためにどういう進路があるのか、それは大学に行かなけ

ればならないのか、すぐ働いた方が良いのか、専門学校が良いのか、そういう選択肢を自

分で見据えた中で、では、２年生からどんな選択科目をとったら良いのか決めていくとい

うような手順をとります。そして３年生の時には、世の中で必要とされる様々な力が本当

に身についているかどうかというのを発表するために、課題研究という時間でプレゼン

テーションを行います。そこで、主に人の前で自分の考えをしっかり説明するという能力

を身につけたかどうかという事を評価して卒業して頂くと、そういう仕組みが総合学科の

特徴となっております。 

 もう一つ、大きな特色としては、選択科目が一応グループ化されているという事です。

このグループ化というのは、例えば商業系ですとか農業系ですとか、あるいは学校によっ

ては芸術系ですとか、様々なグループの中で様々な選択科目が用意されているというふう

になります。 

 そこが単なる単位制と違うところなのですが、本校の場合、どんな系列が用意されてい

るかといいますと、お手元の方に資料３というペーパーがございます。これを後ほどまた

ご覧頂ければと思うのですけれども、その中で系列が三つございます。一つは文化理解系

列、二つ目が地域環境系列、そして３番目が酪農・食品系列という、そういうグループ化

された科目を設定しておりますが、これは取りも直さず、うちの学校の特色でございま

す。 

 ちょっと３分程度という事で、もう時間が過ぎてしまったのですけれども、一つここだ

け御説明したいのですけれども、文化理解系列は、人と人を繋ぐ事を勉強致します。地域

環境系列というのは、環境、自然について学びます。最後の酪農・食品系列については食

を学びます。これが本校の特色になっていて、そして、その資料の後の方に新聞の切り抜

きも付けてございますが、それぞれの系列の特色を表す取組を新聞記事としてまとめてご

ざいますので、後ほどご覧頂ければと思いますが、今回お呼び頂きました中身と結構重な

る取組をしておりますので、また後ほど発言の機会がございましたら、発表させて頂きた

いと思います。 

 本日はどうぞよろしくお願い致します。 

○小磯氏 どうもありがとうございます。 

 それでは次に、石橋さんお願い致します。 

○石橋氏 浜中町農協の石橋でございます。お手元のプロフィールのところにざっと書い

ておりますけれども、言ってみれば、地域の生き残りをかけて酪農に関する事は全て何で

もやるという、そういう考え方で今まで取り組んできております。それが結実したのが、

今年の農水の予算の中で大きくクローズアップされております畜産クラスターというの
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は、実は私どもの取り組んできた事を網羅的にやると畜産クラスターなのですね。そうい

う事になっているという事でございます。 

 一つ一つの事例で申し上げますと、一番最初に取り組みましたのが、酪農技術センター

という、ある意味では科学的な見地から数字で営農を支援するための分析センターを作っ

たという事でございます。それが言ってみれば、ハーゲンダッツの原料として選ばれる元

にもなっておりますし、成分無調整のホルスタインの４０牛乳という、極めて超高級牛乳

というのも、技術センターを作ったお陰で出来上がったものだというふうに思っておりま

す。 

 言ってみますれば、それは結果として、平成１４年にＢＳＥ騒ぎがありました。その後

に牛肉の安全性をトレーサビリティーという形で、国がきちんと日本中の牛にイヤリング

を付けるという仕事をした訳でありますけれども、私どもはそれを生乳できちんとやろう

という事で、実は生乳のトレーサビリティーを出せるのは全国で私どもの農協だけであり

ます。そういう施設を持って仕事をしている。 

 更に、新聞等で御存じの通り、今日の課題にもなっておりますけれども、人が減って、

なかんずく農業者が減っていく、酪農家が減っていくという状況が昭和５０年代から続い

ている訳でありまして、それに対応するための人材育成事業としての研修牧場というもの

を平成の始めの頃に作りました。今はそれを近隣の農協、あるいは全道的にも全国的に

も、そういう形で農業者の人材育成というものをやっております。遠くは九州宮崎県のハ

ウス園芸の新規就農者を育てる事業も、私どもの研修牧場の仕組みを上手にアレンジして

作られたものだというふうに思っております。 

 さらに、個別の農家だけではなかなか農業をきちんと続けていく事ができない時代に入

りつつある訳であります。それだけどんどん減っている訳でありますから、それらをサ

ポートする、あるいはそれらを支援するために、企業の参入もこれからは考えていこうと

いう事で作りましたのが、「酪農王国」という異業種出資法人の生産法人を作りました。

お陰様で、ここの卒業生が１法人、新たに私どもの地域で新規参入を果たしております。

大型経営の酪農家が御主人の病気で急に辞めざるを得なくなった、しかし、それを個人で

受け継ぐには極めて大き過ぎたという事もありましたので、酪農王国で研修中のある土木

会社出身の社員を場長にして、新しく法人経営に参入して頂いたという事であります。 

 結果的にいえば、そんな形で現在の農業というのは、個人でもきちっとやらなければな

らない、そういうものもあります。それは、特に田舎においては、地域コミュニティーが

どんどん小さくなっていくという事は、地域の生活のインフラがどんどん無くなってしま

うのですね。そのためには一定の人口は確保していかなければならないという点から言う

と、必ずしも大型の法人経営だけでは地域は成り立たないという事もありますから、個別

の農家もしっかりと育てる、さらに大型経営にも参入して頂いて、生産基盤をしっかりと

維持していくという事が、ある意味では、我々農業者の役割だろうと。それをきちっと

コーディネートするのが農協の役割だというふうに私は思っております。 
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 さらに、私は、世界一クリーンな環境で牛乳を生産しようという事で、今、環境整備に

取り組んでおります。その一つが、緑の回廊という植林活動であります。さらに言えば、

生乳を生産するために牛舎で牛を飼う訳でありますけれども、そこで出されるものは、全

てきちんとクリーンにして地球にお返しするという事でございます。これも実は開発建設

部の事業で実施しておりまして、私どものところの農家の牛舎排水、家庭雑排水は全て全

部クリーンにして浄化した上で地球にお返しすると、そういう事業を今展開中でございま

す。 

 いずれにしましても、この地域で生き残っていくために必要なものは何でもやっていこ

うというのが私どもの農協の基本的なポリシーでございまして、これからも皆さんにお世

話になりながら、続けて参りたいというふうに思っているところであります。 

○小磯氏 ありがとうございました。私も石橋さんとの付き合いは大変長くて、先ほどお

話に出ていた酪農技術センターですか、１５年前ぐらいに見せて頂いて、やっぱり生産さ

れた方が生産されたものに責任を持つという、この姿勢、ずっと貫いて活動しておられる

という事を改めて感じました。ありがとうございます。 

 では、次、伊関さんお願い致します。 

○伊関氏 平成２０年１２月から商工会議所の運輸交通部会長をやっております。略歴的

には、１９７３年に、ここに書いていますが、三ッ輪運輸という会社に入りまして、主に

海上貨物の通関だとか船舶代理店だとか、それから海上貨物の集荷営業という事で、主に

海の方の輸送を手がけておりました。 

 それから、ここにちょっと書いていますが、釧路食料基地構想協議会というのがありま

して、これは会議所が事務局を持っております。この食料基地構想協議会というのは、要

は、この東北海道の食料を大消費地あるいは海外へ届けるには、港を使いましょうと。港

とヒンターランドの農林水産業をいかに結びつけるかと。林はちょっと食料ではないです

けれども、農水産業をいかに結びつけるかという、そういう構想でありまして、今一生懸

命取り組んでいるところであります。 

 もう一つ、釧路港が国際バルク戦略港湾に、２３年５月３１日に指定になりました。

ちょうど会議所の交通部会長を始めた時でありまして、実は市民、あるいは開発局さんに

もものすごくお世話になっていますが、市民、行政、経済界が一体になって、市民の皆様

から７２,７８３筆の署名を集めるというような事で、釧路市民が一丸となって取り組ん

だ活動結果だというふうに思っていまして、地域としては大いに誇れる事ではないかなと

いうふうに思っています。 

 もう一つ、食料基地構想協議会で、北海道がバックアップ拠点構想というのを取りまと

めて国に提言する時に、どうしても札幌、道央圏を中心に延長になりがちだった拠点構想

に、食料基地構想協議会として提言をさせて頂いて、若干不満ではありましたが、ある意

味取り入れて頂いたという事で活動しております。 

 とにかく、この地域、食料が中心だというふうに思っております。食料もただ作るので
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はなく、消費地へ届ける、そういう役目が港湾、道路等々にあるのではないかというふう

に思っています。 

 以上です。 

○小磯氏 ありがとうございました。今、伊関さんからお話があった食料基地構想、元々

は備蓄というコンセプトで、昭和の時代から長く釧路で取り組まれており、私もお手伝い

をさせて頂きました。どうもありがとうございました。 

 それでは次に、大野さんお願いします。 

○大野氏 一般社団法人釧路青年会議所、そして、有限会社ZEN Style Dining代表として

やっております大野と申します。 

 私はまず、地域の商業者として飲食業を展開しております。飲食業を展開している上

で、先週、ちょうど新しいお店がリニューアルしたのですけれども、道東の、それこそ石

橋さんのところにもかぶっている事なのですけれども、道東の酪農家さんをテーマにした

お店を今回やりまして、北海道は皆さん御存じの通り、酪農が非常に盛んな地域なのです

けれども、その中でも特に道東の方は酪農が、非常に乳質的にも優れているという事もあ

りまして、有名なチーズ工房が非常に多いです。逆に地元の方々がそんなに口にする機会

が余りないような状況でありますので、そういった点も踏まえて、今、地元の方々にも味

わって頂くようなお店をやったりですとか、私も地域の商業者として地元のものを使って

やっていくというような商売をしております。 

 また、「くしろ夕日ハイボール」というものを展開させて頂きまして、釧路青年会議所

が３年ほどかけて、世界三大夕日という事で手がけて参りました夕日というものを使っ

て、それをハイボールという形でブランド化していくと、そんなような活動をしておりま

す。 

 また、釧路青年会議所、今年、政策担当の委員会に配属されておりまして、非常に事務

局の方には御迷惑をお掛けしましたけれども、裏表のカラーの大量の印刷をして頂きまし

て、皆さんのお手元に配付されているかと思います。我々、この釧路地域の人口減少な

ど、その他様々な問題を解決するために、今年１年間活動している訳でありますけれど

も、この地域の優位性を考えた時に、この地域、非常にやっぱり自然環境が豊かであろう

と。その中でも、自然環境の中をもっと優位性を高めていくためにはどこに着目するべき

なのかといったところを考えた時に、この冷涼な気候といったところを一つテーマに挙げ

させて頂きました。 

 また、人口減少というところを考えてみますと、もちろん社会減に関しては若者が出て

いかないようなまちづくり、そういった地域づくりをしていく、そういったところもあり

ますけれども、特に地域の若い女性がここに残る事が自然減を食いとめる一つの方法論で

あろうという事を考えまして、では、地域の若い女性の雇用を生む、そして、その雇用の

マッチングをしっかりとするような業種というのは一体どういうような業種なのかという

ふうに考えた時に、医療産業に関しては、未だに需要も非常に多いですし、就労希望者も
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多いという事で、ここを地域の優位性と、そして若者たちが望むであろう職業とを合わせ

たような形で健康といったところをキーワードにまちづくりを進めて行こうという事で、

この提案資料を書かせて頂いております。これを全部説明すると非常に長いですので、ぜ

ひ、資料の方に目を通して頂ければというふうに思います。 

 今日は、青年会議所の方から、本年度の担当の政策の委員も来ておりますので、ぜひ

我々のお話を聞いて頂ければというふうに思います。 

 最後に、明日、実は我々、例会がありまして、今いらっしゃる小磯先生も明日例会に来

て頂きます。「地方消滅 くしろ地域は生き残れるか？」という例会もありますので、ぜ

ひ御参加の方もよろしくお願い致します。 

 以上でございます。 

○小磯氏 ありがとうございました。ＪＣの政策提言活動は私もお手伝いをしておりま

す。それでは金子さん、次にお願い致します。 

○金子氏 釧路港おもてなし倶楽部副実行委員長、そして北海道建築士会釧路支部の女性

委員長としてこちらの方に参らせて頂きました金子ゆかりと申します。本日はよろしくお

願い致します。また、このような会議の席にお呼び頂き、発言させて頂けます事に御礼を

申し上げます。ありがとうございます。 

 私どもの資料は、裏表１枚のカラーページとなっております。「市民活動で釧路を元気

に！」という事で、皆様に少し活動を説明させて頂きながら、自己紹介とさせて頂きたい

と思います。 

 まず、釧路港おもてなし倶楽部の活動ですけれども、こちらは、釧路港おもてなし倶楽

部という名前になる前に、耐震旅客船ターミナルの利用を考える会というのがございまし

て、こちらの会議の中で、そこに出ていた会議の事を一生懸命考えている市民から、ター

ミナルができるのは良いけれども、それを活用してもっと釧路を元気にしていった方が良

いのではないかというような趣旨もございまして、クルーズ船でやってくる方々を歓迎す

る事業を行う、そういった会を設けてはどうかという事で、市民の方からの発案で始まっ

た会という事になっておりますが、その時に市民団体が色々と入っていたのですけれど

も、そして開発建設部さんを始め釧路市さんなど行政の方々も一緒になって、官民一体と

なって釧路全体を盛り上げていきましょうと。それも港を通して盛り上げていきましょう

という事で発足した会です。 

 今まで会が出来上がりましてから何年間か活動させて頂いたのですけれども、最近は、

去年、大変たくさん船が入って参りまして、二十三、四隻入ってきたという事で、残念な

がら１隻抜港という事にもなりましたが、たくさん入ってくる船の皆様方をお出迎え、お

見送りしながら、または、時間のある時といいますか、休日なんかですと、みんなでお祭

り広場を設けて少し大きなおもてなし事業をしてみましょうかという事でお祭り広場を設

けるなど、そういった事もさせて頂きました。 

 その中で、私どもの方で、色々な団体が入って下さっているのもそうなのですけれど
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も、他の団体とも連携しながら色々活動していきましょうという事も目指しておりまし

て、国際交流ボランティアの会の方たちと一緒に外国船のお出迎えですとか、交流サロン

というのを皆さんやっておりますので、そちらの方におもてなし倶楽部の方からも独自の

事業を絡ませて頂きながら、幅の広いおもてなしができるようにという事で、色々と活動

をしております。 

 裏を返して頂きますと、今度は建築士会というものの説明をさせて頂く事になりますけ

れども、建築士会という団体は、建築士法にも謳われております一般社団法人でございま

す。こちらの方は全国組織なのですけれども、北海道は札幌に本部がございまして、釧路

は支部という事になっています。釧路の方では、職能を活かしながら建築士の地位の向上

と、そして資質の向上という事で色々と活動をしているのですけれども、市民の方々と一

緒にまちづくりも考えていきたいという事で、こちらの方も自分たちの団体だけが何かを

するという事ではなくて、連携しながらやっていきたいという事で活動させて頂いており

ます。 

 平成２３年の時に大きな東日本大震災のような大変な災害があったものですから、それ

を契機に防災の活動などにも取り組んでおりまして、開発建設部さん、港湾事務所さんと

も一緒にワークショップをさせて頂いたりですとか、釧路市さんと協働事業という事で、

一般市民の方を対象にしたＤＩＧというのがございますけれども、災害図上訓練、こう

いった事などをさせて頂いたりしています他、地域のイベント等にも協力して町の景観等

を彩るような活動をさせて頂いております。 

 大変早口になりましたけれども、活動の方を御紹介させて頂きました。ありがとうござ

います。 

○小磯氏 ありがとうございました。確か５年前、建築士の大会のお手伝いをさせて頂い

た事を今思い出しておりましたけれども、大変幅広い活動をその後も展開しておられるよ

うですね。ありがとうございます。 

 それでは森崎さん、お願い致します。 

○森崎氏 釧路モカ女性プロジェクトの代表をやっております森崎三記子と申します。よ

ろしくお願い致します。 

 「もっと・大きく・格好よく・ありたい」ウーマンプロジェクトの頭文字をとってモカ

と名づけました。先ほど金子さんのお話の中にもありましたが、平成２３年３月ですね、

東日本大震災があった後に、生きるという事をすごく考えられる方がたくさん多かったと

思います。私もその中の一人でおりまして、ふだんは富士見町にあるハローワーク釧路

で、主に子育てですとか介護を担う、家事と両立しながら仕事探しをしたいという、主に

女性たちとの個別相談をやっております。その中で、小さな子供がいるとなかなか採用に

つながらなかったりとか、そういった悔しい思いを一緒にしている中で、ただ、すごく御

本人、個人個人はとても元気だし、とても優秀だし、とても何か持っているものがあるの

に、なかなかそれが実現できないという思いをしておりました。後ろに控えております副
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代表もその中の一人なのですけれども、そんな人たち、点と点をつないで何か線にして、

面にしてというような活動をしたいと思いまして、一番最後の資料にありますピンクの資

料なのですが、今年版なのですけれども、ピンクは強い女性という意味で、釧路モカのイ

メージカラーにしております。 

 私どもの事業には大きく二つの柱があります。まず一つ目なのですが、ここに何気に置

かせて頂いております釧路魚網タオルでございます。知っている人は知って頂いているか

なと思うのですが、まさに今、釧路の海に放たれている、サンマをとる実際の網でござい

ます。この網を利用して、ぜひ釧路らしいものを作って何かお役にというか、自分たちの

小遣い銭にならないかなというのが発想でございました。子育て中でなかなか仕事に出ら

れない。だったら、うちの中で仕事をすれば良いじゃんという簡単な発想なのですが、そ

れが私たちの活動資金になりました。会議室１つ１,０００円、２,０００円のお金を捻出

するために、まずは頂いた網を使って、漁師さんがこの網で背中を洗っているという文化

が元々あったようなのですけれども、それをぜひ釧路らしいものをという事で作り出しま

した。それが内職に繋がりました。これを販売する事で、釧路モカに雇用が生まれまし

た。そして、それが地域活性に繋がりました。それが小さな小さな団体なのですけれど

も、今年度とても注目して頂ける事になりまして、２３年に設立してから、地元の報道を

始め、全国紙の報道にもたくさん取り上げて頂いた事もあり、昨年度の北海道開発協会の

助成金を取らせて頂いた事もあり、この場にお呼び頂いたのかなと思いますが、これをぜ

ひ釧路のお土産物として、釧路のお土産というのは７～１０％ぐらいしかないという事を

お聞きしました。これを全市民挙げて、釧路管内挙げて、ぜひ釧路のものにしたいなと

思っております。 

 残念ながら、活動の資金としたものですから、私どもの方になかなか、釧路モカが売り

上げで儲かるというような仕組みになっていないというのが残念な事なのですけれども、

その仕組みづくりも一緒に考えて頂ければ有難いなと思っております。 

 二つ目の事業と致しましては、地方創生型の事業を昨年度から、２６年度、２７年度、

釧路市の方から受託致しまして、人づくりという講座をやっております。まずは人をつく

る事というのがすごく大事だと思っております。後ほどまたお話をさせて頂こうと思うの

ですが、行政が作ったこれ程の壮大な計画を一人一人が自分の事として受けとめて、地域

づくりをやっていく事が大事なのかなと思っております。 

 すみません、早口になりました。御挨拶とさせて頂きます。 

○小磯氏 ありがとうございます。就労支援という、地域で働く場、雇用の場を作り出

す、大変難しい事ですけれども、果敢に挑戦しておられるという事で、ありがとうござい

ます。 

 一応自己紹介という事でしたけれども、それぞれの活動を大変丁寧に御紹介頂きまし

た。折角ですので、我々計画部会のメンバーも簡単にちょっと紹介をさせて頂ければと。

西山先生からお願いします。 
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○西山氏 こんにちは。北海道大学の観光学高等研究センターという、ちょっと風変わり

な名前の研究センターが北大にあるのですけれども、２００６年、１０年ほど前に出来た

センターで、日本の大学で観光の研究センターとしては唯一という事で、丁度小泉首相が

２００３年に日本の歴代の首相としては初めて施政方針演説で観光という言葉を使って観

光立国を唱えられまして、それ以来、日本中であらゆる分野で観光という事が真っ当に扱

われる時代が来たわけです。それで私ども、観光立国を政策として国がちゃんと進めるの

であれば、国立大学にきちんとした研究センターを作るべしという大きな流れの中で、そ

れが北海道大学に出来たという、そういうセンターが北大にあると、殆どまだ知られてお

りませんけれども、ぜひこれを機会にお見知り置き頂けたらと思う次第であります。 

 私、小磯先生と違いまして、元々九州の人間という事もあり、北大に参ったのも５年前

の事ですから、釧路にも三度ほど伺っておりますけれども、全然顔見知りの方が一人もお

られないという、アウェーというよりも、非常にちょっと寂しい感じで恐縮しております

が、今日を境に皆さんに顔を覚えて頂いて、色々な事で議論させて頂いたり出来ればと

思っておりますので、どうかよろしくお願い致します。 

○小磯氏 ありがとうございました。私も簡単に自己紹介させていただきます。 

 私は、今日は計画部会のメンバーという事で参加しておりますけれども、今は西山先生

と同じ北大で活動しておりますけれども、１９９９年から２０１２年まで１３年間、釧路

公立大学というところで皆さん方と一緒に活動させて頂いておりました。 

 実は、この部会で今議論している北海道の総合開発計画というのは、私自身がそれまで

仕事しておりました旧北海道開発庁の計画部門に長く関わっていましたので、非常に繋が

りの深い、そういう仕事でもあります。そんな色々な意味合いで、今日こういう場で、こ

ういう形でお手伝いをさせて頂いているという事を改めて私自身も喜んでおります。そん

な気持ちで進めさせて頂きますので、よろしくお願い致します。 

 それでは、予定より自己紹介の時間が少し長くなりましたが、ある意味で皆さん方の活

動をより深く理解した上で、これからの意見交換に繋がっていくのではと思います。 

 これからの会議の進め方ですけれども、簡単に御説明をさせて頂きたいと思います。 

 今日は、現在、策定作業が進められております新たな北海道総合開発計画、今、中間整

理という段階のものが出ております。それについて事務局の方から簡単にこの後御説明を

頂きたいと思います。それについて、今日御出席の各メンバーの皆様方から、この中間整

理についての御意見、ここはどうなのだろうかとか、あるいは、私自身はこう思うけれど

もと、ここはやっぱりこういう方向でというようなところ、忌憚のないところをそれぞれ

皆さん方から御意見を頂きたいと思います。その後、更に今後に向けての御意見というの

を、時間の少し許される範囲の中で意見交換という形で進めて行きたいと思いますが、そ

の辺はまた時間の関係を見ながらお願いをしたいと思っておりますので、大まかな流れと

してはそのような形でこれから進めて行きたいと思っておりますので、よろしくお願い致

します。 
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４．国土交通省北海道局説明 

○小磯氏 それでは、中間整理についての説明、事務局の方からお願いを致します。 

○鎌田参事官 それでは、私の方から、１５分ちょっとぐらいお時間を頂いて、中間整理

の概要を説明させて頂きます。計画部会の先生方でまとめて頂いた中間整理というのは、

資料２－２という厚い物が本当のと言いますか、中間整理になっておりまして、これは文

章と箇条書きの物になっております。これを説明すると、ちょっと１５分ではなかなか難

しいですし、今日は概要を説明した上で御意見を頂くという事ですので、使う資料は資料

２－１、Ａ４の横長になっておりますけれども、こちらの方で概要を説明させて頂きま

す。 

 まず、１ページめくって頂きますと、これまでの流れのような進捗状況とスケジュール

というのが書いております。新たな北海道総合開発計画は、本来であれば１０年計画なの

で、平成２９年まであったのですけれども、全国計画はオリンピックの関係もあって早く

見直しをされたという事もあって、北海道の計画も昨年の秋に急遽前倒しをするという事

になりまして、今年の１月３０日に国土審議会北海道開発分科会を開催致しまして、ここ

で小磯先生、西山先生に入って頂いている計画部会を設置するという事が決まっておりま

す。それ以降、２月から７月まで６カ月間で５回、計画部会を開いて頂いて、先ほどの中

間整理まで来たという事です。 

 少し右の方を見て頂きたいのですが、今日のこのパートナーシップ会議、北海道価値創

造パートナーシップ会議と呼んでいますけれども、これは元々といいますか、国土交通省

の太田大臣に昨年の秋、相談した時に、作る過程からぜひ北海道の各地域で頑張っている

皆さん方に意見を聞きながら作っていく事が必要だねという指示も頂きまして、今年の３

月にスタート、その後、春４回やっておりまして、今、秋の部という事で、先週函館、今

日が釧路ですね、あと旭川、帯広という事で、ここを入れて３回やらせて頂く事を予定し

ております。 

 この後、また左側に戻りますが、下から３段目、計画部会を２回開催して、計画素案と

いうのを作るという事で、今、来年の春の閣議決定を目指しているところです。 

 ２ページ目ですけれども、中間整理のポイントという事で少し説明を致します。 

 北海道の現状は、冒頭の局長の挨拶にもありましたけれども、強みという面では、左側

の農水産物の生産量で全国１位というものが沢山あります。ホタテ、バレイショ、生乳と

いう事も書いております。 

 それから、その下の段になりますが、食の輸出、あるいは外国人観光客という海外関

係、こちらも北海道、輸出で見ても本州はこの間１.５倍ぐらいなのですが、北海道は２.

５倍に伸びている。先ほどの挨拶にもありましたけれども、その中でもホタテが約半分位

を占めているという事で、これまではというか、主に冷凍物、貝柱とかそういうものが主

であったと思いますけれども、最近は、ここにありますが、衛生管理、あるいは輸送技
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術、交通ネットワークの整備、そういった事もあって、生食での輸出が段々増えてきてい

るという事でございます。 

 その右側は外国人観光客ですが、これは最近よくニュースになっていますけれども、全

国で昨年１,３００万人という事になりましたが、その中でも１割以上の方が北海道にも

来ていると。この伸び率も、全国は同じ１１年で３倍ぐらいなのですが、北海道は５倍に

伸びているという事で、北海道を訪れる観光客の方が増えています。これまでは東アジ

ア、台湾、中国、香港とかが中心でしたけれども、新しく航路が開かれた事もあって、最

近はタイ、マレーシアなどの東南アジアの方も段々増えてきているという事です。 

 ただ、一方、課題として、右側にありますが、人口減少と高齢化、これは昨年あたりか

らと言いますか、地方の消滅とかそういう衝撃的な言葉と一緒にクローズアップされた問

題ですけれども、その中でも北海道は、全国よりも１０年先に人口減少が始まっていると

いうのが下のグラフです。同じく高齢化についても、以前は北海道の方が低かったのです

が、最近ぐんと伸びて、全国に１０年先駆けて高齢化も進んでいるという事で、こういう

課題の面でも全国の先進地になっているという事です。 

 その下の広域分散型と言いますのは、今日、釧路ですけれども、札幌、釧路と言います

と、本州でいうと大体東京、名古屋とほとんど変わらないぐらいなのですが、その間にど

れぐらいの都市があるかというのを想像して頂くと、これは本州の方向けに作っています

けれども、いかに北海道が広いか、都市間が離れているかというのがおわかり頂けるかと

思います。 

 では、これを受けて、下の段の一番左になりますけれども、どういう戦略で取り組む

か。これまでも色々話が出ていますけれども、一つは食に関する事、もう一つは観光、こ

れらを戦略的産業にして、今後もしばらく人口減少が続きますけれども、アジアを中心と

した世界を相手にした戦略的な産業にしていく。その上でも、では、北海道の食料生産、

あるいは海外の方が魅力的に感じる観光のスポットというのは、下にある通り生産空間、

いわゆる農村だったり、漁村だったり、知床もそうですけれども、人々が沢山住んでいる

ところというよりは、ものごとの生産等に携わっているところを生産空間という事で定義

づけをして、そこを引き続き維持していく、支えていく事によって、世界の北海道を目指

すというような戦略にしております。 

 右の方にいきますと、一番右に北海道版コンパクト＋ネットワークと書いてありますけ

れども、後程もう少し詳しく説明しますが、北海道を２０幾つぐらいの圏域に分けた時

に、その一つの圏域の中に生産を主にやる空間と地方の市街部、それとそこの中心となる

都市という３階層に分けて、それぞれの今持っている機能を維持あるいは強化していく事

によって生産空間を引き続き支えていくという事が、北海道としては重要だというのが少

し全国と違うところかなというふうに定義をしております。 

 そのためには、そのちょっと左、北海道の地図が書いてありますけれども、一つは、道

路あるいは空港、港湾などの交通のネットワークを強化するという事と、農林水産業ある



─ 14 ─ 

いは観光業などを世界水準の魅力あるものにしていく、付加価値をつけていくという事が

重要だという事にしております。 

 １枚めくって頂きまして、３ページ目、これが中間整理の、先ほどの厚い資料と言いま

すか、資料２－２の目次の構成になっております。ここは赤字のところが力点の入れてい

るところという事ですので、ポイントとして見て頂ければと思います。 

 第２章に飛びますが、キャッチフレーズは「世界の北海道」、ビジョンとしては「世界

水準の価値創造空間」を形成します。そのために三つの目標を立てているという事です。 

 第３章の計画推進の基本方針の中では、まず、人口が、（２）のところにありますけれ

ども、先ほど申し上げました「生産空間」「市街地」「中心都市」という３層構造、この

基礎圏域を形成しているというのが北海道の特徴ですから、特に生産空間を維持していく

ためにどういう事をやっていくかというのが重要ですと。それから、札幌都市圏について

は、引き続き北海道全体を引っ張っていくという役割が必要だ。それともう一つは、人口

減少時代だからこそ、ここに集まって頂いた皆さんがそうなるのですが、人こそが資源

だ、北海道には農水産物のような資源もありますけれども、人こそが資源だという事を明

確に位置づけて、そこを更に力強くやっていくという事が次の１０年では重要ですという

事が書いてございます。 

 具体的にどういう事かというのは、次のページの４ページ目、一番上に中間整理に掲載

している取組のイメージというところで御説明をさせて頂こうと思います。 

 左の上が、人が輝く地域社会の形成という事で、このイメージ図がオホーツクと網走あ

たりをイメージにしたポンチ絵になっているのですけれども、生産空間というふうに書い

ているところは、農地だったり漁村だったりというふうに取って頂ければと思うのですけ

れども、そこがまさに食料を生産したり、観光の面でも非常に自然景観あるいは人工的な

景観の優れた地域という事になろうかと思います。 

 ここを維持していくためには、先ほどから言われています色々な創意工夫が必要ですけ

れども、青いところが数千人規模の地方にある市街地をイメージして頂くと良いのです

が、そこでは日頃の生活機能あるいは都市機能を既に維持していっている、生産空間の方

が買い物に行ったり役場に行ったりというようなイメージです。それから赤いところは、

ここでいうと多分網走という事になると思うのですが、釧路でいえば、釧路だったり中標

津だったり根室だったりという事になろうかと思うのですけれども、そういったところで

は、医療の面でもさらに高度な医療、あるいは大学があるとか、あるいは文化的な施設、

それと福祉の面でも少し規模の大きなものが揃っているようなイメージです。この三つの

圏域がそれぞれの持っている機能を、人は減っていく部分はあろうかと思いますけれど

も、維持し、強化する事によって、右に小さく書いてありますが、人がそこに留まるよう

なダム機能と言っていますけれども、あとポンプ機能というのは、人を呼び戻す、一旦出

ていった方が戻ってくる、あるいは本州から北海道へ移ってくるとか、そういった事が可

能になるのではないかという事です。 
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 下の段は、北海道の価値創造力の強化という事で、人づくりに重点を置きましょうとい

う事です。左側は、まさにこの会議がそうなのですけれども、このパートナーシップ会議

も、作っていく段階はもちろんですけれども、計画を来年の春作って、それを進める上で

も、引き続き今日こういうふうに開いているような会議を全道展開していく、テーマも各

地域によって違うと思いますが、各地域地域のテーマに合ったようなパートナーシップ活

動を展開していこうと、このように考えております。 

 それから、この右に、これは北海道の計画ですので、この釧路、根室地域には北方領土

隣接地域がございます。そこの振興についても、当然引き続き地域振興計画の強化を図る

というような事も書いてございます。 

 右側にいきますと、世界に目を向けた産業の振興という事で、農林水産業・食関連産業

を振興させる事によって、一つは、こちらの釧路、根室もそうですけれども、最近、農業

は大規模化に向かっています。そのためには、人が減っていく中では、規模を拡大して効

率化を図るという事と、左の絵にありますが、無人トラクターによる農業とか、スマート

農業と言っていますけれども、こういったイノベーションを活かしたような事で、高齢化

だったり就業者が減っていく事に対応していくという事。 

 それから、その下の食の総合拠点作りというのは、一部の町で成功事例もありますが、

北海道の場合、どうしても原料を本州に、非常に良質な農産品を本州に持っていって、そ

れが加工されて北海道に返ってくるという事を、付加価値がなかなか付かないという事が

昔から言われておりますけれども、生産地にその食品加工工場を誘致する事によって、地

元の雇用も見出せるような、そういう仕組み作りをしていこう、このように考えておりま

す。 

 それから、右側の世界水準の観光地の形成ですけれども、最近、この東北海道の部分も

観光庁から指定された広域観光圏になっておりますけれども、ただ、まだまだ外国人のお

客さんが増えているという事もありますが、一方では、観光の平準化が求められる部分が

あります。一つは、シーズンによる、北海道はどうしても夏だったり真冬、雪、スノーリ

ゾートがありますので、夏と冬は多いのですが、それ以外のシーズンには減ってしまう。

あるいは、宿泊客で見るとどうしても道央圏に集中していて、この道東だったり、あるい

は道北では宿泊するお客さんが余り多くないといった事があります。そのあたりの平準化

を図るための色々な試みを続けて行きたいというふうに考えております。 

 それから、その下、地域の強みを活かしたというのは、北の優位性という事で、北極海

航路とか、そういったものに活路を見出すような事も考えていこうという事です。 

 それから、最後の項目になりますが、強靱で持続可能な国土の形成という事で、左側

は、一つは北海道の豊かな自然環境をきちんと保全していくという事、それから北海道が

持つメリットの一つに再生可能エネルギー、バイオマスだったり、あと風力、太陽光もそ

うですが、そういう賦存量が全国に比べて非常に可能性があると言われております。た

だ、北海道の場合、本州に送電できるものには限りがありますので、その発電時に余力の
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ある部分については、それを、この絵ですと、例えばそれを水素という形に変えて、地域

の中でエネルギー循環を目指すというような試みを今年から始めておりまして、北海道水

素地域づくりプラットフォームというのを立ち上げて、下にあるような団体に加盟して頂

いて、地産地消のエネルギーを目指すという試みを既に始めております。 

 それから、右側の安全・安心の部分ですけれども、今年の冬は本当に道東、特に根室が

厳しかったと思うのですが、爆弾低気圧がやってきて、暴風雪プラス高潮とか、そういう

複合災害も起こっております。こういう最近の災害に対応するような取組を道や市町村と

一緒に考えていきたいという事、それから、道庁もはっきり仰っていますが、今、首都直

下とか南海トラフの地震がかなりの確率で起きると言われていますので、そのバックアッ

プ機能を北海道が持つという事を期待されているところでございます。 

 それから、５ページ目、６ページ目は、今日やっているような北海道価値創造パート

ナーシップ会議を始め、色々な人づくりのプラットフォームを来年以降も全道で展開して

いきますという事が書いてあります。計画は一応２０１６年度から２０２５年度までの 

１０年間ですので、今ここで終わりという事ではなく来年以降も引き続きやっていきます

し、中間点検のような事もやっていきたいと、そういう事を書かせて頂いております。 

 すみません、ちょっと時間をオーバーしましたが、説明は以上でございます。 

○小磯氏 ありがとうございました。 

 ただいま中間整理について御説明頂きました。各メンバーの皆さんには、事前に資料の

方をお送りしていたかと思いますけれども、改めて担当者からの御説明をお聞きになられ

て、これについての御意見という事で、これから頂戴したいと思います。 

 順番は先ほどとは逆に、森崎さんの方からお願い出来ればと思います。よろしくお願い

します。 

○森崎氏 今、鎌田参事官のお話の中でも、何度も人づくりというお話が出て参りまし

た。私も先ほど自己紹介の時に、人づくりがすごく重要だという事を感じているというお

話をさせて頂きましたが、そこでの視点で少しお話をさせて頂ければと思います。 

 私がこの２７年度にこういったシンポジウムですとか、会議ですとかにお声かけを頂く

事がすごく急に多くなりました。それはどうしてなのかなというふうに考えたのですけれ

ども、昔でいう有識者会議ですとか、そういったところの、大変言葉が悪くて恐縮なので

すけれども、机上のお話よりも、もっともっと地元というか、いわゆる一般の人間の声を

拾ってくれるという空気が段々出て来ているのかなというふうに感じているところです。

それと、こういった国の方で作成した資料も、私の目から見るととても堅くて、なかなか

内容を、これはもう図式化されているので見やすいかなと思うのですが、文章を見てもど

こからどういうふうに読み解いて良いかというのがなかなか正直難しいところです。そこ

を小さな団体の代表がこのような会議に参加させて頂いて、かみ砕いて伝えるという役ど

ころを担わされているのではないかなというふうに感じているところです。 

 それで、私は普段女性の支援という言い方は余り使いたくないのですが、女性と係わり
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ながら、雇用ですとか、仕事づくりについて色々考えている活動をしているのですけれど

も、国が女性の活躍云々というお話を声高にしている中で、普段一人一人の女性達と個別

カウンセリングをしている中で、なかなかそことはかけ離れているなと感じて毎日相談を

しております。 

 私たちの活動は、先ほど、もっと大きく格好よくありたいというふうにお話をさせて頂

きましたけれども、一人一人が生きるという事、自分のこの世に生を受けたという事に責

任を持ってというのでしょうかね、自己責任において自己肯定感を高めながら、一人一人

が生きていくという事がすごく大事かなと思っております。 

 そのためには、自分自身がどうやって生きるかという事をまず考える機会がすごく必要

かと思います。先ほどポンプ機能と仰いましたでしょうか、人がもしも出ていっても戻っ

てくるというようなお話があったかと思うのですが、子供達は、ぜひこの地域から一度出

てほしいと思っております。首都圏なり世界なり、グローバルな視点を身につけて、ぜひ

またこの地域に戻って来たい、そういうふうに思ってもらえるような地域づくりがすごく

大切かなと思っています。このまま残っていて、井の中の蛙ではなくて、まず世界を見て

来てほしい。アジアの人達が北海道によく足を運ぶようになったというお話もありました

けれども、タイの方では、北海道が大きなブランドになっているというお話も聞いた事が

あります。若者たちには、そういう事を自分の目で確かめてきて頂きたいです。そして、

これが、俺たちの故郷でどういうふうに活かせるのかというのを本当に自分の事として感

じてほしいなと思っております。 

 女性が元気になったら家庭が元気になります。家庭が元気になったら夫も子供も元気に

なります。子供が元気になったら地域が元気になります。地域が元気になるとそこにまた

戻って来たくなります。一回外に出た子供たちは、自分の子供を育てる時に、自分の子供

を自分が育ったこの故郷でぜひ育ってほしいなと思うようになります。私たち、大人と呼

ばれている世代は、それを担っているのだと思います。 

 女性の視点で地域づくりを考えた時にできる事は、私たちができる事は小さな物を作っ

た事です。これが大きな事に繋がるのではないかというのを本当に実感しています。個数

にして、これですね、２５,０００個ほど売り上げているのですけれども、これも私達の

力だけだったらとてもできる事ではなくて、釧路市役所さん始め、地元の報道の方ですと

かラジオ局さんですとかが、皆さん協力して頂いて、地域で地域の物として地方に声を高

く評判にして頂いているところです。 

 こういった地元に根差したというか、今私達ができる事をやっていく事がすごく大事

で、子供達は、お父さん、お母さんが仕事しに行っている、それを見ています。内職は子

供達の遊んでいるところでできるのですね。「お母さん、何作っているの」「これって、

釧路のお土産になるんだよ」「これ作っているんだよ」、子供たちが学校で「うちのお母

さんね、釧路のお土産作っているんだ」、そういうふうに自慢したくなります。そんな小

さな活動が必要なのではないかなと思っております。 
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 これが魚網タオルだけではなくて、一人一人、農業に関する事、漁業に関する事、工業

に関する事、それがこの地域と行政と民間とが本当の意味で一つになって、何かプロジェ

クトなり、何か小さな活動なりができるような、そんな仕組みが出来たらなと思っており

ます。そんなところでよろしかったでしょうか。 

○小磯氏 ありがとうございました。先ほど魚網タオルも見せてもらいましたけれども、

この取り組みの意味を計画の施策にどう結びつけていくのか、少し考えていって頂ければ

というふうに思います。 

 さて、次に同じ女性メンバーで金子さんよろしくお願いします。 

○金子氏 私の方では、まず、こちらの中間整理なのですけれども、大変興味深く読ませ

て頂きました。その中で、まず人口が大変減ってくるという事に非常に危機感を覚えるな

という事がございます。 

 釧路市にしてもそうなのですけれども、これから１０年、２０年経ってくると、釧路市

の人口も１０万人ちょっとになってしまうのではないかという様な試算もございますし、

これからの北海道がどうなっていくのか、また、私どもの道東がどうなっていくのかとい

う事を考えると、非常に不安があるなというふうにちょっと怯えを感じるぐらいです。 

 その中で、人口減少にどの様に対応して行ったら良いのかというふうに考える時に、

やっぱり私も森崎さんと同じ女性という事で考えてしまうのが、どうしても子育て、そし

て妊娠するまでの周囲の支えというものが、今それが北海道で手厚いかどうかという事が

問題視されるのではないかというふうに感じています。 

 今、例えば不妊治療をするというような女性について、社会がバックアップしているか

という事を考えると、冷やかしがあるというような事も聞きますし、なかなかそういった

ものがきちんと温かい目で見られていない現状があると思うのですけれども、そういった

事、妊娠するまでのサポート、また産んでからのサポートというものをもう少し手厚くす

る必要というのがあるのではないかというふうに感じています。 

 そして、それもそうなのですけれども、新しく生まれてくる命についても、どれだけ周

囲が喜んであげられるか、そういった事というのも大事なのかなというふうに最近感じて

いるところです。 

 私どもが建築士会という団体を通して行っています活動の中に、色々な団体と結びつい

て事業を行うというものもあるのですけれども、昨年の全道大会の時に女性委員会の方

で、「君の椅子」というプロジェクトをなさっている磯田さんという方をお呼びして、プ

ロジェクトの中身をお聞きする事がありました。その中で、生まれてくる子供達に町が椅

子をプレゼントする、ここに生まれてくれてありがとうと、君の居場所はここにあるとい

う事を伝えていくという事を地域ぐるみで行っていくというプロジェクトをお聞きしてい

ます。また、愛別町の取組なんかで、これは有志でやっているらしいのですけれども、子

供が生まれると花火を上げるというのですね。生まれたよというのが町全体にみんなが、

今、赤ちゃんが生まれたんだというか、お昼に上げるといいましたかね、みんな学校の子
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供達が拍手するそうです。そういった取組なんかを聞いていると、一つ一つの命を大事に

するという取組というのをどれだけ地域が支えていけるかという事が、やはり故郷をきち

んと子供たちに意識として学ばせる、自分たちの命を大事にするという取組というのが出

てくるのではないかと思うのです。そういった事によって、自分を支えてくれる、愛され

ているという自覚が生まれるという事によって、どこか出て行っても、この町に帰って来

ようという事に結びついてこないかなと。命を大事にするという事が必要ではないかなと

いうふうに強く感じられたところです。 

 また、読ませて頂いている中に、イノベーションの事になるのですけれども、例えば林

業の話になりますけれども、色々と書いてございますが、林業とか農業もそうなのですけ

れども、農業も機械化するとか無人化するとか、そういった事は非常に担い手不足のとこ

ろにとっては良いかもしれませんけれども、要は、働く人にとっては雇用が失われていか

ないのかという様な心配をついついしてしまうというのが私の場合はございます。また、

林業の時に、成長の早い木を植えてコストダウンしましょうみたいな事もありますけれど

も、今まで林業が成長の早い針葉樹を大幅に植えてきた事によって、やはり山の体系とい

うのが変わってしまったという事もあって、広葉樹が大変入手しづらくなって、北海道の

広葉樹が少なくなってしまったというのをクラフト作家の方などからはよくよく耳に致し

ます。自分の町の木を使って家具なり、何なり作れなくなるというのは非常に寂しい事で

もございますし、地域の産業を支えるという面から考えましても、こういった事ももう少

し御考慮頂けると有り難いなというふうに感じております。 

 そして、建築士会の方の取組の中で、ただいま行っているもので、北海道さんからの委

託でやらせて頂いているのですが、家庭科の授業の中で、教育の出前というか、出張講座

をさせて頂いているのですけれども、そうしますと色々な高校に出向いて講座をさせて頂

く事になりますが、その中でちょっと気づかされる事があったのでお話しさせて頂きたい

と思います。 

 あからさまに弱者とわかる方って多分いらっしゃると思うのですが、そういった方々に

ついては、皆さん手厚い保護があったりですとか、何かしらの支援はあるのですけれど

も、そうではなくて、例えば経済的に困窮しているというふうに外部からは余り見えない

のだけれども、学校に通うのもやっとだよとか、もしくは自己肯定が全くできない中で高

校生活を始めて、なかなか自分自身が本当にここの場所でこうして勉強していて良いのだ

ろうかというのが判らない、今まで生まれて来て一度も自信を持てた事がないというよう

な子供達が勉強しているという様な所に出くわす事もあります。先生方は一生懸命に少し

でも成功体験を与えてあげたいという事で、私達の取組について説明しに来て下さいと、

少しでも楽しい思いをさせてやりたいのですという事でお呼び頂く事もあります。そうし

た子供達が社会に出て、何か夢を持てる事というのは非常に大事な事だと思うのですけれ

ども、そういった時に、やはり単純作業に近いような雇用でも生み出す事ができなけれ

ば、そういった子供達は一体どこで生産活動を行うのだろうという様な事が非常に心配に
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なります。そうした子供達にも夢を持てる社会という事が北海道にはあっても良いのでは

ないかというふうに考えますので、そういった今までちょっと目を向けられる事の少な

かった子供達についても御支援を頂ける様な事があればというふうに考えております。 

 ちょっと長くなってしまいますが、後は防災の事について少し申し上げたいのですけれ

ども、防災意識がやはり、北海道の中でも釧路はもちろん津波に遭うという事もございま

すので、比較的高い場所ではあると思っておりますが、内陸に行くと非常に低いという

か、旭川方面、札幌方面になると希薄だよというふうにお聞きしております。これから先

に内水被害とかそういったものとかも色々出てくる可能性もございますので、防災意識の

向上というものにつきましては、やはり防災教育に小さい頃から力を入れる事が必要なの

かなというふうに思いまして、こちらの方を何か盛り込んで頂けると有り難いというふう

に思って、申し述べさせて頂きます。 

 以上でございます。 

○小磯氏 ありがとうございました。 

 それでは次に、大野さんお願いします。 

○大野氏 女性のお二人からは人の部分でお話がありましたので、私は産業的な部分でお

話を少ししたいなというふうに思います。 

 世界に向けた産業の振興という様な項目もありますけれども、具体的に何処に向けて何

を発信していくのか、何処に向けて何を売っていくのかというところを、やっぱりもう少

し明確にすべきなのだろうなというふうには思っております。 

 例えば、世界に目を向けてといっても、それが北米なのか、それとも東南アジアなのか

によっては、趣向も違いますし、売る物も違いますし、もちろん流通も変わって来ます。

今の段階で言うと、恐らく東南アジアの方を見ていくのがこれからの伸びを考えても正し

いのだろうと思いますし、今現在の観光を考えたにしても、そちら側の方の流入が多いと

いったところで、しっかりと目を向けるのだったら、そこに絞った様なやり方というのは

やっていくべきなのかなというふうに思います。 

 一方で、例えば、そういった様な東南アジアは、これから伸びるというのは世界的に見

てもそういう風潮でありますし、よって、競合も多くなるといったところであります。今

度は競争相手と比べた時に、我々の優位性がどこにあるのか。同じく九州も東南アジアを

見ていて、九州から出る物と北海道から出る物と、それがどのような競合をしていて、ど

ういった様な趣向のものを生み出して売っていくのか、それをしっかりとマーケティング

していかないと、恐らく枠組みだけを作ったところで商品が売れないというような、基本

的な商売の原理のところが崩れていくのかなというふうに思います。もちろん行政として

の枠組みをやっていくという事は重要なのかもしれませんけれども、我々産業側として

も、北海道の優位性をどう考えて、この優位性があるもの、競争力があるものを必要とし

ている地域は何処なのだという様な視点からもやはり一つ考えなければいけないのかなと

いうふうに思います。 
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 我々青年会議所の方の取組でやっているのは、この釧路で、例えば水産物、海産物に非

常に優位性が有りますよというお話なのですけれども、果たして、我々がその海産物に優

位性があるあると言っていますけれども、本当に優位性が有るのかというふうに考えた時

に、我々が港で受け入れている物は、やっぱり前浜でとれる物だけではない訳でありま

す。要は、立地の関係であったり、漁場の関係であったりという事でここに降ろされてい

るというだけの話でありますから、これが、状況が変わってくるとその優位性は崩れてく

る訳であります。それが本当にこの地域の優位性として、産業としてずっとやっていくべ

きなのかという事も考えられますし、北海道は非常に自然環境が豊かで、これは世界に誇

れるものだよというお話をしますけれども、では、もっと世界に目を向けた時に、グラン

ドキャニオンの広大さを知っていますか、オーストラリアとかの非常に大きな草原とか見

た事がありますかという事を考えると、北海道の雄大さと言いますけれども、雄大さは世

界から見たらどれ位の雄大さですかという事だと思います。 

 何が言いたいかというと、やはり北海道の良さというものをどこに絞ってやっていくの

か、そして、その優位性がある物を何処に売っていくのかという対象を明確にしないと、

結局大味のままでどこにも伝わらないで終わってしまうのかなと。 

 よく北海道の人達の地域性というか、民族性というので良く言われるのは、表現が下手

だと、発信が下手だという事はやっぱり良く言われております。今どんどんグローバル化

していっておりますし、ここに書いてあります農業に関しても大規模化を図っていくとい

う事ではあるのですけれども、逆に世界の風潮としては、グローバル化が進んでいって大

規模でやっているところか、もしくは完全にそこでしか作れないようなものか、どっちか

にシフトしていかなければならないのかなと。結局、コモディティ化するような商品だ

と、例えば農産畜産物に関しては、オーストラリアであったりとか、北米であったりとか

という様な、あれぐらいの規模感の農業と我々が大規模と言っているところの規模という

のはどの位の差があるのかという事ですし、それを小規模でやっていきますよといったと

ころは、皆シフトはしていくのだろうと思いますけれども、これは私たちの町で作って、

地域住民が一生懸命作っていますよという商品がどこの地域でも同じような商品を作る訳

です。そこに商品としての優位性というのはどこに有るのですかといった時に、いや、皆

で頑張って作っている、地域で作っている物ですからという事で買ってもらえるかどうか

という事です。本当にその地域で採れる物で、そこに優位性がある物を明確にわからない

と、やはりこれからはグローバル化の社会の中でなかなか発信力もなくなっていきます

し、そういったところでは売れるポイントを絞っていかないと、どんなに整備をしたとこ

ろで、そこは絵に描いた餅で終わってしまうのかなというふうに思います。 

 そういう事を考えると、色々な施策をやる上で、しっかりと産業のポイントもそうです

し、対象を明確にするという事をやはりもう少し、ブラッシュアップはまだまだできるの

かなというふうには思っております。 

 以上です。 
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○小磯氏 ありがとうございました。この点については、この後、少し時間があれば議論

を深めていければと思います。 

 それでは次に、伊関さんお願い致します。 

○伊関氏 中間整理、余り時間がなかったのですが、少し読み込ませて頂きました。多岐

に亘って良く纏められているのだなというふうには思ったのですが、どうしてもイメージ

先行で、イメージをどう具現化していくか、具体化していくかというのが、もう少し突っ

込んでも良いのかなというふうに全体的に思いました。 

 先ほど、人こそが資源というのがどこかに出ていましたが、これがあちこちに出てくる

のです。第３章で、多様な人材が活発な交流・コミュニケーションを経験する事で醸成、

また、創造性の高い人材は、多様性を受容する都市・地域に集まる傾向にあると、こうい

う書き方をされているわけですね。その後、第４章で、北海道学の教育を通じて、子供か

ら大人まで地域に関する理解と愛着を深めると、こういう話になって、施策の方向性とい

う形で取りまとめられております。誰がどのようにその北海道学というのを進めていくん

だというのが、ちょっとまだ書き切れていないのかなというふうに思います。 

 先ほど女性のお二人からも出ていましたように、一回外へ出て、外から釧路を見て、こ

の地域を見て、それぞれの地域を見て、戻ってこいと。でも、実際には文章になっている

様に、どうしても多様性を受容する都市・地域に集まる傾向にある。そうすると、ますま

す北海道でいうと札幌圏に集中してしまうという事があるのではないかというふうに思い

ます。やっぱり札幌圏集中にならないような北海道学という教え方を、各地域に根差せる

ような北海道学にしてほしいなというのが要望であります。 

 それから、総体的には、この広い北海道の中で、どうしても何か読んでいくと札幌圏中

心の取りまとめになりがちというか、なっている様な気がするのですね。これはやっぱり

ゾーンとして見るべきだと思うのですね。北海道の中心は今、現状、札幌ですけれども、

それはそれとして、やっぱり道北、道央、道東、道南、せめてこの四つのブロックの中

で、ブロックがそれぞれどう発展していくのかという辺りを施策として作っていかなけれ

ばならないのではないかなというふうに思っています。 

 対流を活発化させて、人々の地方部への還流を一層促進すると、書くと格好良い、読ん

でも格好良いのですけれども、生産圏、魅力ある農林水産業を育成するという事で、実際

に働いている人間が日本の食料を支えているよという誇りを持てる様な、もちろんインカ

ムというか、収入もそれなりに確保する事が大事ですけれども、さっき言った４ブロック

の中で、若者が一、二時間でそのブロックの中の中核都市へ行き来できるような、文化面

も含めて、そういう交通インフラというのも必要なのではないかなと。 

 それから、高齢者が特に都市サービスを受けられるような優しい対応というのが、ソフ

ト面も含めて必要なのではないかなと。ともすると、高齢者は危ないから車の免許を返上

して下さいという風潮が今ありますが、自分で運転するしかないという高齢者の方もい

らっしゃるわけですね。その辺をやはりきちっとした政策を打ってやらなければ、優しい
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交通という事にはならないのではないかなというふうに思っております。 

 この地域、鉄道、バス等、いわゆる公共交通手段が、プアですから、釧路の医療機関へ

通うのに、朝出て夜中に帰るとか、あるいは、釧路市に一泊して医療を受けなければなら

ないという地域事情があります。こういう事をブロック別にきちんと把握して、解決して

いくという事が必要なのではないかなというふうに思っております。 

 道路がどうしても札幌から外へ外へ延びて建設されて来たという事実がありまして、そ

うすると、道路が出来たところは、例えば札幌から岩見沢まで出来たとすると、その地域

の文化も含めて、ストロー効果で札幌へ引っ張られてしまうと思うのですね。もっと地方

を中核、何回もしつこいようですが、ブロックに分けて、そのブロックの中心から道路を

作っていくと、それぞれのブロックでまた違った動きが出るのではないかなというふうに

考えております。 

 最後にもう一つ、北方領土隣接地域の安定振興という話がありまして、水産業の低迷な

ど地域経済は依然として厳しい状況にありますとありますが、北方領土に隣接ですから根

室圏という事だと思うのですが、そこだけで考えるのではなくて、釧路圏とゾーンで考え

て、特に釧路、根室間の道路整備、あるいはＪＲの時間の見直し等で、根室だけで考えな

いで、北方領土というのはやっぱり東北海道全体で捉えていくべきではないかなというふ

うに思っております。そうしなければ、北方領土が返還されたという時に、根室は疲弊し

てしまっているという事になりかねないなと。先ほど説明会の場所、こういう場が根室に

ないのをさっきメモしたので、根室の方に代わって、老婆心ながら一言申し上げました。 

 以上です。 

○小磯氏 ありがとうございます。今、伊関さんのお話を聞いていて、この釧路という地

所らしい意見、札幌から見た目とは違う視点で、北海道は広いですからそれぞれの地域の

見方がありますが、そこから見た目で、この計画の中間整理について率直な印象で語られ

たのではないかなと感じました。ありがとうございました。 

 それでは石橋さん、次にお願い致します。 

○石橋氏 私のお話ししたい事は全部出たような気がするのですが、一口で言えば、人こ

そが資源というのは、これはまさにその通りなのですね。人口減少社会になるという前提

で物事の組み立てが行われている訳であります。 

 実は先日の道議会でも、道の人口ビジョンを出されていますから、北海道は北海道とし

ても、人口減に対する対応をどうしようというのは最大の課題だというふうに捉えている

のはその通りだろうと思うのですね。では、その時に、人口減に対して何をするのかと

いった時に、これは今回の北海道総合開発計画の中で取り組むべきものは何かというと、

今日標茶高校の校長先生もおいででございますけれども、やはり教育するという問題と、

それから、先ほどちょっと金子さんから出されました、言ってみれば子育てしやすい環境

を作るという事ですね。さっき愛別の話がありましたが、まさにその通りだろうと思うの

ですよ。 
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 私どもの町は、農業、酪農という産業の町なのですが、実は２割が新規就農なのです

ね。私は平成の開拓者と言っているのですが、ほとんどが本州からの移住者なのですね。

この人たちの子供の数は、平均２.４人なのですよ。これは先ほど数字がありましたけれ

ども、北海道の１.３８人に比べても約１人多いのですね。という事は、彼らにとって

は、浜中に来て農業をやる事は子育てのしやすい環境だという事も一面言えるのですね。

全てがそうだとは言いませんけれども、子供がたくさんいても、３人、４人いても、子供

を育てられるよという、そういう環境が浜中にはあるという、そういう形で彼らは来てい

ると思うのですね。だとすると、そういうところを北海道は、先ほど大野さんからアピー

ルが下手だという話がありましたが、もっともっときちんと、我が町は、我がエリアは、

我が地域はという、そういう形でアピールしていく事、そして、本当にこうやって地球が

ものすごく大きな変動をしています。言ってみれば、とんでもない暑さがあったり、とん

でもない雨があったり、あるいは火山活動が活発になったりした、要するに自然の災害リ

スクも大きくなって来ている訳ですね。その時に北海道というこの島が、住みよい島であ

るかどうかというのは、言ってみれば、日本全国から北海道を目指してくる方々の一つの

対象地域として考えてもらえるのではないかなと思うのですね。その時に子育てしやすい

場所、安全性の高い場所、必ずしも北海道が、安全性が高いとは言いませんけれども、そ

ういう場所としてアピールできるものがあればしっかりアピールしていく。そのための整

備を、これは北海道総合開発計画の中でしっかりと書き込んでいくという事が大事な事で

はないかなと私は思うのですね。 

 例えば、ここに、これからの北海道の戦略は食と観光だというふうに言われておりま

す。食というのは、農水という農業と漁業という事になるのでしょうけれども、食の生産

の問題も、先ほど出ていますけれども、やっぱり気候変動リスクに対してどう対応してい

くかという問題を、これからの北海道総合開発計画の中では盛り込むべき課題としてある

と私は思うのですね。 

 気候に対して人間は無力です。何も出来ないのは、これは当たり前の事なのですが、し

かし、それを克服できるだけの知恵も持っていると私は思うのですね。それらをしっかり

とこの計画の中に書き込んでいって頂く。それは治水であり、あるいは、先ほど、出来た

物を運ぶという点での交通インフラの整備という問題、それによってコストの低減にもつ

なげていくという問題、そういう事をしっかり書き込んでいく事が必要であると思います

し、それは同時に、北海道に来られる観光客、いわゆる東南アジアの観光客の皆さんに

とっても安全性の確保という点では、極めて重要な問題だろうというふうに思っているの

ですね。 

 私はいつも色々な観光事業の時に言っているのですが、ニュージーランドに行くのだっ

たら、この北海道、道東に来なさいよと。アウトドアライフで出来ないのは、実は海水浴

だけなのですね。あとは全部できるのがこの釧路、根室なのですよ。そういう地域で、し

かも日本語ぺらぺらに通じますよ、という地域として私はこの道東を売り込んでいるので
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すね。しかも、四季折々に楽しむべき事がいっぱいあるというところなのですね。バード

ウオッチングに世界からこの釧路、根室地域にいっぱい来られるのですね。ですから、彼

らにしてみれば、こんなに身近なところにこんな鳥が見られる場所、世界中にそうないよ

というのは現実問題ですね。それは町村ごとのアピールではなくて、広域、エリアとして

きちんとアピールするという、そういう取り組み方。ですから、観光に対する提言の中で

も、この計画の中には、先ほど伊関さんからも仰いましたけれども、エリアとしてアピー

ルすると。そのエリアを活用するための交通インフラはどうあるべきなのかという書き方

も必要だろうと私は思っていますね。 

 色々な意味で、北海道が食と観光という事をこれからの戦略の一番のポイントにしよう

という時には、では、それをしっかりやるための担い手確保、教育の問題、それから、本

州からの呼び込みという問題も含めてやっていかなければならないと思います。 

 最後に申し上げたい事は、農業にしても、漁業にしても、その担い手をしっかりと教育

する施設が何もないというのが実は残念な事なのですね。農業高校や農業系の大学では、

知識は教えます。知識は教えますけれども、知恵は絶対に教えられません。知恵を教える

というのはどういう事か。経営者としての能力をしっかりと鍛えるという事なのです。 

 ですから、今、北海道には、そういう事をやれる所というのは、北海道農業大学校とい

う、実は都道府県ごとに１校しかないのですね。それが本別にあります。これもおかしな

話なのです。さっきのエリアにあります通り、北海道というのは東北６県プラス新潟県よ

りも広い所なのですね。ですから、東北と新潟を合わせた７県には７つの農業大学校があ

るのです。ところが、残念ながら、北海道は１つしかないのですね。それはおかしいです

よ。 

 ですから、私は最近、ここ二、三年ずっと言っているのですが、農業経営者を育てる教

育をする場所をもっとたくさん作れと。これは色々な意味で、道立の農業高校もいっぱい

ありますから、その中に１学科設けたって良いのですね。あるいは水産高校の中に、そう

いう魚をとる技術の問題よりは、漁業経営としてどういう事をやらなければならないかと

いう知恵を教えるという、そういう人材育成が必要なのですね。 

 ですから、北海道がこれからも食料基地として生きていくためには、そういう経営者、

基幹になる農水という産業の経営者を育てるという教育機関を是非いっぱい作って頂い

て、俺、北海道へ行って漁業をやろうかな、農業をやろうかなと、全国から若い人たちを

呼び込めれば最高だなというふうに思いますね。 

 これは開発局の仕事ではないと思います、建設部の仕事ではないと思いますけれども、

少なくとも今の文科省のカリキュラムにありませんし、農水省に言っても、農水省は、い

や、そんな事は無理という話しかしないのですね。 

 実は、北大の小林先生が、北大では農業の知識は教えられるけれども、農業者を育てる

事は大学では出来ませんと、こう仰っているのですね。それが最大の問題点だと私は思っ

ていますから、あとは、それをしっかり実行できるだけの、言ってみればリスク対応でき
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る国土計画として、この北海道総合開発計画を作られれば良いなというふうに私は思って

います。 

 以上です。 

○小磯氏 ありがとうございました。 

 それでは、生田さんお願いします。 

○生田氏 私のような者がこういう席に出て良かったのかなと思います。大変勉強になっ

て、私、３年目になりますけれども、この３年間標茶で色々取り組んできた事が、まさに

ここにバックボーンがあったなという思いで皆さんのお話も聞かせて頂きましたし、中間

整理の概要についてもそういうふうに捉えております。 

 ちょっと余談ぽくなって申し訳ないのですけれども、今、地方の高校が直面している問

題は全て同じで、人口流出、中学生の人口の減少によって高校がどんどん小さくなってい

くと。そして、小さくなって１間口になれば、いずれ廃校、募集停止という、これはどこ

の地域も同じ問題を抱えております。本校も実はそういう流れの中にあって、特色を出せ

ないからそういうふうに人が来ないのだとお叱りを受けながら、何とか中学生をたくさん

募集したいなという事で特色を出してきたつもりですが、打ち上げ花火ではいかない訳

で、その中で、本校が地元の特色を活かしつつ、あるいは道東の全体の、もっと言えば北

海道全体の特色を活かしながら、やっぱり北海道にはこういう学校がなければだめだねと

言ってもらえるためにはどうしたら良いのかという事で、少しじたばた致しました。それ

で、まず、自然環境を勉強できる、あるいは食べ物、これの安心・安全というものは何な

のかという、そういう事をしっかり学べる学校であるという事を出し、最後に付け加えた

のが、人と人をつなぐ力を持っているかどうかと、こういう事を揃えて、命を巡る三つの

系列という事で特色を出させて頂きました。 

 それで、私、農業ではなくて国語が専門なのですけれども、最初は農業高校に来て、本

当に素晴らしい取組で、生徒の感性だとか、これからの生きる力、それから消費者として

賢く生きていく、そういう生徒を育てるには全く申し分のない、全ての学校でこういうカ

リキュラムがあれば良いなと思うぐらいだったのですけれども、よくよく聞いてみると離

農者が多くて、人がどんどん流出している、それから、農地が改修出来なくて困ってい

る、それからもっと言えば、こんなに素晴らしい北海道なのに、北海道産のガイドがいな

い、ガイドはほとんど道外から来るという様な問題に色々直面しました。それで私たちと

しては、やっぱり人づくりというのがすごく大事だという事を感じておりました。 

 それで、この中間整理にもありますけれども、どのようにして人を育てていくかという

事に色々考えさせられまして、一つは地域と世界をつなぐ力という事で、英語を勉強させ

ましょうという事に今ようやく芽が出て来ました。それから、食べ物もただ加工するとい

う技術ではなくて、安心・安全な食べ物を作るという事から、自分が農業に携わらなくて

も、何か購買する時に、自分が消費者として買う時に、北海道の物ってやっぱりおいしい

から、多少高くても良いよねとか、北海道の物って顔が見える食べ物だから、少しぐらい
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高くてもやっぱり安心なんだよとか、そういう事が理解出来る生徒を育てたいと。それか

らもう一つは、そのためには豊かな自然を守らなければならないという自然の価値観を

解っている生徒、そして、その大切さを人に伝える事の出来る生徒を育てたいという事を

特色として進めて参りました。 

 その結果、それが本当に正しいのかなと、良かったのかなと思って見ましたら、この中

間整理にほとんど全部書いていて、さすがお国のやる事というのは、何歩先もやっている

のだなというふうに思いましたけれども。 

 一つ、ここで私、言葉を覚えましたけれども、地方都市の市街地だとか生産空間という

所のあり方、これは、私たちの学校のあり方と本当に一致していると思います。どこの地

域も、おらが町の小中学校、高校を残してくれというような訴えがありまして、私もそう

は思っているのですけれども、それをやりますと全ての高校が潰れてしまいます。そうで

はなくて、例えば国土交通省、開発局さんが考えている圏域ごとに、その圏域を特色づけ

るような学校を残していくという事を、例えば道教委とともに考えていくだとかという事

をしないと、やはりどの地域も地元から高校が無くなる、小学校が無くなるというのは困

るわけで、みんな無くさないでくれという方向にいくのですけれども、でも、そんな事を

していると、いずれ共倒れです。全部の高校が無くなって、本当に大きな市、都市部にし

か高校が無くなってしまうという現状があります。やはりその地域を活かす人づくりをし

ている学校、あるいは、それができる学校を残していくと。そういうような事を総合的に

考えた方が良いのかなという事を今思っておりました。 

 それから、もう一つは、高校は、例えば、今この場は国土交通省さん主催のお話になり

ますけれども、色々な取組があって、例えば六次産業を私は生徒に少し教えて、六次産業

のあり方だとか、別に担い手になれという訳ではないのですけれども、自分が将来サービ

ス業に就くにしても、製造業に就くにしても、一次産業に就くにしても、全体の流れの中

で自分はどこにいるのかという事を理解して欲しいという事で、六次産業化の授業を取り

入れたのですけれども、そうすると、私が今取り入れたのは内閣府が主催している食プロ

なのですけれども、そうすると農水省さんでも別な取組があったりとか、色々な省庁さん

で違う取組がばらばらあったり、北海道は北海道でまた違う取組があって、結局、方針が

色々な所から発していると。僕が見つけたものはその中の一つではあるのですけれども、

こんな様に色々なものが色々な所で複線的に走っているのですけれども、一番最後のとこ

ろの、例えば高校のような所は、どれを活用すれば良いのかと迷ってしまう事もあるので

すね。なので、どういう取組がどこの、例えば高校でどういう取組があるのかという事も

もう少しコラボレーションしながら進めて頂くと、効率良く出来るのかなという事を思っ

たりしていました。 

 いずれにしても、私、農業高校の先生には、この１０年間頑張って下さいと。今、本当

に農業は向かい風かもしれませんけれども、この１０年で色々な事が多分変わるでしょう

と私は思っています。農業女子の進出、それから都市を目指さない若者、つまり田舎が良
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いと、地元が良いというふうにして都市を敬遠する若者が増えて来ているというふうに聞

いております。それから、本校のように自然の特色、北海道の自然はこんなに素晴らしい

のだという教育に取り組んでいる高校も増えておりますので、やはり一旦は外に出ても地

元に戻って、地元の良さを人に伝えたいと、まちづくりに参画したいという生徒は多分確

実に増えてくるし、それから例えば、別海や、あるいは鶴居村のように、外部から入って

くる人に手厚くもてなして、そして、外部の人たちの力を使ってまちづくりにまた拍車を

かけていこうという文化的にも高いまちづくりに成功している地域もあるというふうに聞

いております。そんなふうに多分ライフスタイルも変わってくるというふうに思っており

ます。そして、それは多分に女性の力だと思うのですけれども、そういう時代がきっとく

るというふうに私も思っております。だから、１０年間、ちょっと農業技術だとか農業の

温存を図って、そして、来るべきライフスタイルの変化なんかにもちゃんと対応できるよ

うな地域づくりをして行きたい。そして、高校も実はそういう事に十分に役割を果たして

いるという事をちょっとお話をさせて頂きたいと。 

 ちょっと長くなって申し訳ございませんでした。 

○小磯氏 ありがとうございました。 

 皆様から中間整理についての御意見という事で、非常に幅広い御意見を頂きました。 

 ここで、計画部会に参加している我々からも、皆さん方の御意見をお聞きした上でのコ

メントという形で申し上げます。それでは、最初に西山先生の方からお願いしたいと思い

ます。 

○西山氏 皆さん、地に根をおろした活動をしておられる方だからこその非常に迫力のあ

る、また、説得力、重みのある御意見をたくさん伺いまして、本当によく理解できまし

た。 

 一方で、国交省さんが作られる国の政策としての、国の法律に基づく北海道総合開発計

画というものについて、これは何が出来る計画で、何が出来ない計画なのかという事を、

私も実は今年からこの部会委員をしていることもあり、最初に色々と国交省の方とも話を

させて頂きました。北海道庁というのが当然あるし、自治体があるわけですね。その中で

この開発局というのは何なのか、国交省として国の北海道局が作る計画というものにはど

ういう意味があるのかという事です。特別な答を私がもっていて、ここでそれを言うわけ

ではないのですが、先ほど伊関さんが仰ったように、まず一つは理念的な事は書かれてい

ます。コンセプトや理念は書かれているのですが、それが地域に具体的に落ちていないと

いう点が指摘できます。ただ、一方で、国が作る施策であって、道とか自治体が作るもの

に被せて、強制的に作るということもまた一方で出来ない。そうすると、どうしてもコン

セプトと技術論ということになります。新しいコンセプトを提供し、それを具体化する技

術を道具立てとして用意すること。そして、それを皆さん使いこなして頂きたいというよ

うな形にならざるを得ないのかなと感じています。策定に関わっている者として、難しさ

と、だけれども、それ故に出来る事があるのだろうというふうに考えました。 
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 そういう中で、特に先ほど伊関さんが仰っていた、あるいは石橋さんも仰っていました

ことについてです。伊関さんはゾーンという言葉、ゾーンごとでの考え方というところが

はっきりと謳われていないというか、見ようによっては札幌中心主義ではないのかという

お話がありました。それから、石橋さんからもエリアごとの考え方というものがどうなっ

ているのだというようなお話があり、これらに対して、どういうふうにそれを議論すれば

良いのか、この計画として、そういうものに対してもう少し強い具体的なメッセージが必

要なのか、それが政策的に打てるのか、それらの課題について我々は、さらに検討をさせ

て頂きたいというふうに思いました。私自身の気付きと言いますか、中間整理ではクリア

出来ていないところだろうなというふうに思った次第です。 

 それともう一つ、これも最後に生田校長先生から非常に重要な、私もほとんどそれと同

じ事を言おうと準備していた事、要するにこの１０年、この１０年で何が起きるかという

ご指摘がありました。 

 私は専門が建築の都市計画なのですけれども、コンパクトシティという考え方は、８０

年代後半にはすでにアメリカで確立していた考え方で、９０年代の初頭には日本に来たの

に、１０数年間眠っていたというか、最近になってまたむくむくと出てきた概念なので

す。でも、このコンパクトシティというのは、実際にアメリカなどではもう２０年以上の

時間が経っていますから、実際にコンパクトシティ概念に基づいた都市の再編という事が

起きていて、これは非常に恐ろしいものであるという事を、私は、実はこの部会でも説明

しました。要するに、過当競争というか都市間競争、地域間競争でどこが生き残るかとい

う事、逆に言えば滅びる町が出て来るということを前提にしているのです。こういう施策

の展開においては、上から「ここを残して、ここを潰します」というような事は言えませ

んよね。どんなに口が裂けても北海道庁も言えないし、自治体でさえも自分の地域につい

て言えません。だけれども、現実問題として、２０４０年の増田レポートのように明らか

に、ああいう別の指標を使えば、ここはもう潰れますよという事をはっきり言えるわけで

す。 

 何が言いたいかというと、これからの１０年間に何が起きるかというのは、全体がじり

貧、どんどんどんどん過疎化とかが進んできて、そして、全体がポシャっていくというよ

うな事には本当はならないはずなのです。特にこのコンパクトシティという考え方は、結

果としては自助努力で頑張る所を応援する制度なのです。逆に言うと、そのことにうまく

気づかずに頑張れなかった所を見捨てる。要するに都市間競争、地域間競争を前提として

いるのがコンパクトシティの考え方であるというふうに言わざるを得ないのです。ですか

ら、そういう意味では、１０年間じっとただ低下していくのではなくて、個々で気づいた

所がより頑張る。後手に回ったり、要領が悪かったところは、申し訳ないけれども、滅ん

でいくことになります。 

 ですから、今の時点は全体が低下している状況ですけれども、もしかしたら、核とな

る、ここの言葉で言えば、圏域中心都市や地方部の市街地と書いていますけれども、こう
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いう所がもっと明確な形で生き残り、そういう所は逆に人口が増えていくかも知れませ

ん。周りが滅んでいくという事は、そこが吸収していく事になります。それが一気に札幌

に行ったり、一気に東京に行ったりするかどうかは、全体としての魅力が無ければそうな

るかもしれませんが、これは分からないわけです。だから、まさに皆さんが仰っていたよ

うな、本当に人づくりが出来る、子供を育てる事が出来る、弱者に生きる力を与える、そ

ういうふうな一つ一つの取組というものが、そこで住むべき町かどうかという事を選択さ

せるわけですそういう意味では、皆様の、そういう取組というものが、結局どこかの町や

地域を生き残らせるために力となり、一方で、そこで起きる都市間競争というか、盛衰と

いうものがこの１０年間でかなりはっきりとしてくると言えます。 

 ですから、その高校や中学だけの話ではなく、まさに町そのものがそういうふうに吸収

されたり、合併というか、今のような、平成の大合併みたいな、ああいう制度的な合併で

はなくて、空間的な合併ですね、合併というか統合、吸収というか、こういう事が物理的

にはもう起こるしかないという事なのです。もしそうでないとすれば、移民をたくさん受

け入れたり、海外の労働者を受け入れたりするというような全く別の選択肢もあるかもし

れません。ですが、私はその１０年間というのをどう過ごすか、誰もが自分の町のために

頑張るのだけれども、申し訳ないけれども、今のままの日本の全体の政策である限りは、

どこかが勝って、どこかが負ける。アメリカというのは完全に勝ち負けで都市が滅んでい

く。何十万の都市であっても滅ぶのです。ここでは細かい事まで話せませんが、そういう

システムを日本の国交省はコンパクトシティというような名前を使いながら取り入れて、

やはり全体としての生き残りを図るという事を言っているわけです。そういう意味では、

話を最初に戻すと、ゾーンごととかエリアごとでの具体的な計画を、この計画の中で作る

という事は、現実的には僕は難しいと思うのです。ただ、もう一歩踏み込んだ、やはりリ

アリティのあるというか、地域の実情に合った計画にもう少し深化させていかなければ行

けないのだろうという事を感じた次第です。 

 私は、一方で観光が専門なので、それについてもちょっと申し上げたい事があります

が、また次の発言の機会にさせて頂きます。 

○小磯氏 ありがとうございました。 

 皆さん方から本当に活発な御意見を頂きましたので、少し予定の時間を上回る形になっ

ていますが、私もやっぱり計画部会のメンバーという事で、しかも、皆さん方と一緒に釧

路地域で活動していたお仲間という立場もあるので、少しお話をさせて頂きたいと思いま

す。 

 順番に行きますと、最初に森崎さんの方からお話を頂きまして、人づくりということ。

森崎さんの話の中で、やっぱり若者はまず外に出て、そういう若者が戻ってくれるような

地域づくりということ。やっぱりこれからの時代、特に人口減少の問題というのは、ただ

単に出生率が低下して人が減るというよりも、地方にとって大きな問題は、若者が大都市

に出ていって戻って来ないという、この状況を、いかにこれからはきちっとした地域の戦
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略として呼び戻していくかという、そこが大事な部分だというふうに思います。 

 その中で私自身、今、地方への回帰といいますか、私が指導している学生でも、意外に

地方に志向する若者が今増えてきています。この動きをどう受けとめていくのかというの

は、これからの北海道の政策、戦略としても非常に大事な部分ではないかなと思います。

だから、これまでの交流の政策というのは、どんどん来てほしいとか、一方向での政策

メッセージが多かったのですが、実は大事なのは双方向で、こちらも出かけていくと向こ

うの良さがわかり、それがきっかけになって向こうからも来てくれるという双方向の視点

が必要です。西山先生のご専門のインバウンド、観光の今の動きなんかを見ていても、

やっぱり本当のインバウンド大国というのは外に出かけていく事も好きな国民が多いので

す。それによって、要は外からくる人を引きつける、そういう仕掛け、戦略も実は蓄えら

れていくのです。そんなことを感じながら意見を聞いておりました。 

 それから金子さんの御意見の中で、人口減少へのすごい危機感の中から、命を大切にす

ることがやっぱり取組として大事なのではないかという発言がありましたが、これはある

意味で、いわゆる子育て環境の整備とかという言葉では言い尽くせない深い意味があるの

ではないかなと感じました。弱者への配慮の話をされていましたが、そういう地域づく

り、この地域はしっかりと子供たち、ここで生まれ育った人たちを大切にしているなとい

う、そういうメッセージが伝わるような政策って何なのだろうかというところを改めて考

えさせられました。そういう議論をこれから進めていく必要があるのではないかなと思い

ました。 

 それから、大野さんが言う産業戦略という視点には私も同感します。北海道、ここでい

けば道東、その強み、良さというのは、どこに絞り込んで戦略を展開していくのか、それ

が中間整理のメッセージからなかなか伝わってこないということでしょう。私も大野さん

とお付き合いが長いですけれども、企業経営者としては、若いにもかかわらず、すごく実

践的な取組をやっておられる、要は売れるポイントを絞っていくということを実践してき

ている立場からの意見で、これを政策として、特に地域の政策としてどう展開していくの

か、私はすごく大事な部分だというふうに思います。 

 国際戦略については、確かに今インバウンド、アジア地域から、多くの国から観光で北

海道にも来いますが、私は、実はこれは計画部会でも発言させて頂いて、以前の議論でも

強く申し上げているのですけれども、北海道の最大の優位性というのは、北に位置してい

るということです。今、地球の北半球に実はまだまだ経済発展を担う国々が、これはアジ

アも、ヨーロッパも、アメリカも位置している、そういう所がお互いに交流し合う、特に

交通という面でいくと、これまでは北極を中心とする空間が旧共産圏という事で使えな

かったのが今使えるようになり、なおかつ地球温暖化という事で、海も航路として使える

ようになった。そうなってくると、北の国々との接点、地勢的にこの北海道が非常に優位

な状況にあるということ。これをどういう形で北海道の政策、戦略として展開していくか

というのは、私、今回の計画の大きなポイントだというふうに思うのです。その中で、こ
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の道東地域、特に釧路というのは、一番アメリカに近い、そういう日本の位置にある。

今、釧路港はバルク港湾を目指していますが、そういう戦略というのは、実はこの計画の

中で改めて日本全体のアジアとの交流に加えて、北に位置している北海道がそういう条件

をどう活かしていくのかという戦略に位置づけられるべきでしょう。実は北海道の総合開

発計画というのは、北方圏交流という、東京発ではない、地域発の国際交流のコンセプト

というのは、第３期の北海道総合開発計画で、これは閣議決定した計画の中で位置づけて

展開してきたという伝統があるわけで、良い伝統というのはやっぱり活かしていく、継続

していく事も大事なので、そんな思いで改めて大野さんの話を聞いておりました。 

 伊関さんは、先ほど申し上げましたけれども、やはり釧路から見た計画ということ。特

に札幌から見た北海道、そのイメージに対して、北海道にはそれぞれの広い地域がある。

その地域から見た北海道としての新しい総合開発計画は何なのか。確かに個別に細かく地

域ごとの政策をここで述べるわけにはいかないと思います。ただ、その地域の特性に応じ

て、それぞれの方向性で考えていくという、そのための政策のメッセージというのは総合

開発計画の中にもあっても良いのではないかなと。過去の計画でも６圏域という、道央、

道南、道北、道東についてはオホーツク、釧路・根室、十勝と分けた、そういう圏域でこ

れまで総合計画を展開されてきたという伝統もあります。その伝統をどう今後の計画でつ

ないでいくのかというご指摘で、これも大事なところだと思います。 

 それからもう一つ、伊関さんの発言の中で、北方領土の、根室地域の話がありまして、

これも私、計画部会の中で発言を何回か発言させて頂きました。私もやっぱり釧路で長く

活動していて、北方領土というものに隣接した根室、釧路地域、この地域の役割、これは

ある意味で国の政策として領土問題にどう向き合っていくのか重要な役割がある。実は、

北方領土隣接地域振興対策というのは国の政策です。３０年前に立てられた。あの当時

は、２００海里問題という漁業環境の大変厳しい中で、これは地域問題ではなくて国の政

策として展開していくべきという、そこで作られた政策が今、根室をめぐる漁業環境の厳

しさ、これを改めて見ると、国としてこの北方領土問題、外交上の色々な環境変化の中

で、改めてそれを支える地域としてどういう政策を展開していくのかという議論、改めて

北海道の計画の中でも必要ではないかなという事で私も意見を申し上げたという経緯があ

ります。大変大事な論点だと思います。 

 石橋さんは、私もお付き合いが長いのですが、浜中での色々な取組みの中ですごいなと

思うのは、さっきもお話がありましたけれども、新規の就農者の方たちの出生率が２.４

人という、実はここに大きな鍵があって、浜中というのは外の人に対して大変温かい優し

い町なのです。そういうまちづくりというのは、これからの北海道にとっても非常に大事

な部分で、それが結果的にいうと、ある意味で人口減少という問題、そういうテーマに向

き合っていく北海道の大切な方向ではないかなと感じています。 

 それから、最後に生田校長先生の方からお話を頂きまして、私は標茶高校も以前、１０

何年前から環境教育という、湿原地域を抱えているというところで、私もたまたま一緒に
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活動しておりました。水質の環境を守るという、そういう取組に環境クラブという標茶高

校の生徒さんが一緒に参加して頂きまして、そういう活動をされていた学生さんが結局、

環境政策を学ぼうという事で、それをテーマに進学先を決め、今その分野で社会人として

頑張っておられるという経験があります。若い頃から地域の問題にしっかり自分たちで向

き合って、そのために実践的に活動するという事が最大の地域教育であって、そういう地

域教育というようなものが、実は今日の皆さん方のお話の中にあった大きなテーマである

担い手づくり、やっぱり担い手というものに繋がっていくのではないかなという事を改め

て感じました。 

 一方で、今日は私、こちらの北海道局の皆さん方と同じ席に座っておりまして、実はそ

ういう声を全部組み込んだ計画を作ればもちろん良いのですけれども、北海道の総合開発

計画というのは国の計画で、しかも閣議決定という、しかも国土交通省の北海道局の立場

で、関係省庁と調整をしながら作り上げていくという大変難しい仕事です。そういう中で

は、出来れば、どこまで踏み込んで、他省庁の了解を得て計画作りに結びついて行けるか

というのは、実はこういうパートナーシップという地域の皆さん方の声としてこういうも

のがあったというのも、多分大きな説得力ある材料の一つになるのではないかなと思って

おります。こちら側におられる北海道局の皆さんに対しては、今日の声をぜひ良い意味で

有効に使って、良い形の計画にして頂きたいなということを最後に申し上げたいと思いま

す。 

 という事で、一応、中間整理についての御意見、それを踏まえたコメントという事でお

話をさせて頂きました。 

 

５．意見交換 

○小磯氏 時間の関係で、あともう一巡、皆さん方から、ちょっと時間は限られるのです

けれども、今回の中間整理に対する個別の意見という事だけではなくて、これからの北海

道総合開発計画という、その計画に象徴される北海道政策に対する期待について、北海道

そのものが今後どういう方向で行けば良いのかというところ、これだけはというようなと

ころがありましたら、皆さんの方から御発言を頂ければというふうに思います。 

 それでは順番、さっき森崎さんから行きました。今度は生田さんの方からお願いしたい

と思います。 

○生田氏 実は、私、教員としての振り出し、３０年前に振り出しが阿寒だったものです

から、道東スタートでございました。その時も、飲み屋を探しに釧路に何回も足を運んだ

のですけれども、もう既にその時からシャッター街が始まっていまして、何て寂しい町だ

と。私、札幌から来たものですから、何と面白みのない地域だという事で、何か心を閉ざ

した形で教員生活を過ごしたような気が致しますが、人の温かさに気がついたのは五、六

年後という事で、その時にまた転勤してしまったわけですけれども、３０年ぶりに戻って

参りまして、また釧路の方に出かけて行くと、実に人の姿が本当に良く見える町だと。若
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い人達がネットワークを作り、そしてまちづくりに参画し、自ら企画して運営していくと

いう素晴らしい町に変貌して、当時からあったのかもしれませんが、私が見えなかっただ

けかもしれませんが、そこで私は大変触発されまして、やっぱり人は人と繋がっていかな

ければならないと。そして、地域というのは、人の繋がりの中で生まれ変わっていくのだ

ろうなという事を勉強させて頂きました。とても魅力のある道東の地域だというふうにも

思っております。 

 そして、今、この中間整理の方で見させて頂きましたものの中には、例えば、私はそう

いう意味で末端機関です、最終機関ですけれども、そういうところで何が具体的に出来る

のかという事を実際にやらせて頂いていると。出来ればそういう事で、例えば学校なんか

は今何をやっているのだろうと、そして、この中間整理なんかにある様な北海道の計画の

中で、学校は具体的に何をしているのだろうかという事を良く吸い上げて頂けると、そん

な事をしているのだったら、これも任せてみようかなとか、これやってみないかいとか、

そういう事に巻き込んで頂けると大変有難いなというふうに思っております。 

 人づくりというところでは、本当に道東というのは素晴らしいと思いますし、それか

ら、先ほど言いましたけれども、人が戻ってくる事のできるまちづくりと。標茶町という

のは、決して悪口ではないのですけれども、色々な意味で資源を温存していて、なかなか

まだ表に出していないという町だと思っておりますから、そういう意味で刺さり易いとい

うか、ちょっとやってみようやという事が可能な、本当にお宝がたくさん埋まっている町

だと思うので、生徒をいずれ戻して、そして自分たちの力で立ち上げて行きたいという、

そういう生徒を作りたいので、時々釧路まで連れて来て、そういうまちづくりをしている

若い人達と生徒を一緒にお話をさせたりもしています。そういう様なところを、何か本当

に小さな取組なのですけれども、そういうところを大きな組織がちょっと見て頂いて取り

上げて頂けると、ひょっとしたら、もう少し大きな部分の隙間を埋める様な、そういう様

な取組になって見えてくるのかなと思いますので、ひとつよろしくお願い致します。 

 ありがとうございました。 

○小磯氏 ありがとうございます。 

 それでは石橋さん、お願い致します。 

○石橋氏 私からは１点だけ申し上げておきたいと思いますが、先ほど伊関さんからも話

がありましたのですが、どうも根室は置き去りにされていくのかなという感じがするので

すが、それはまず、次の１０年、新計画の重点的取組として一番最初に出てくるのが、生

産空間を支えるための重層的な機能分担と交通ネットワークの強化とあるのですね。実

は、この交通ネットワークの強化という点でいうと、国土交通省さんは道路だけが我々の

領分で、いわゆるＪＲは俺の領分ではないと思っている節があるのですが、私は、これは

違うと思うのです。この広い北海道という島を、きちんと交通ネットワークを重層的に整

備していかなければ、人も物も動かないのですよ。そのためには、私はＪＲの経営までや

れとは言いませんけれども、少なくとも九州や四国や、あるいは東海に比べたら、北海道
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というこの島の気候的条件からすると、物凄くハンデを背負っているのですよ、ＪＲは。

そういう点からすると、道路網の整備をする事は、これはもちろんという事になりますけ

れども、ＪＲの路床については、少なくとも国土交通省の所管事項としてやって頂く、こ

れが必要だろうと思うのです。 

 例えば、釧路から根室に今の「おおぞら」を走らせようと思ったら、あの路盤では走ら

せられないのですね、現実問題として。それから貨物列車も走れないのですよ。それぐら

い脆弱なのです。それは、将来の北方領土が返ってくる返ってこないは別問題として、根

室というエリアをきちっと北方領土に向かう町として考えた時には、あのＪＲの線路の路

床をきちっと整備するというのは大事な事だと私は思うのです。それは国土交通省の仕事

だと私は思っていますから、ぜひ、交通ネットワークの強化という点からすると、道路だ

けではなしに、北海道のＪＲの路床については、国土交通省の所管事項としてしっかりと

整備する、それをぜひやって頂きたいというふうに思っています。それをこの計画に書き

込んで頂ければ、私の言うところは何も無いです。 

○小磯氏 ありがとうございます。大変強い要望という事で御意見を頂きました。 

 では、次、伊関さんお願いします。 

○伊関氏 ＪＲの話、言われてしまいました。釧路港、国際バルク戦略港湾という事で、

今、建設が盛んに進められております。港湾だけ整備されてもどうしようもないので、こ

のヒンターランドの生産圏と繋ぐ、ＪＲも含めて交通ネットワークというのが網の目の様

に張り巡らせてこそ、国際バルク戦略港湾も生きて来るのだというふうに思っておりま

す。 

 道路も長いですし、なかなか整備が出来ませんけれども、食料安保という観点から、交

通網の整備というのは考えて頂きたい。これは日本の食料を守っているのだという事で、

北海道だけではないよと、本州も含めた日本全体の問題だという事で、ぜひお願いしたい

なというふうに思っています。 

 地域の特性を活かした産業の誘致だとか創生だとかというのは、今朝の新聞ですかね、

厚岸でウイスキーの蒸留所が云々というのも出ています。色々な芽が出てくると思うので

す。この釧路港、今、東北海道、オホーツク、十勝、釧根の中で五つの重要港湾がありま

すけれども、国内、国外の定期航路が走っているのはこの釧路港しかありません。これを

上手く皆で使っていくという事が食料基地を確立していく事になるのではないかなという

ふうに思っております。 

 世界へ向けて今、週２便のコンテナ船も走っておりますので、それを地域皆で活かして

いこうという事が求められていると思いますので、ぜひ、港だけではなくて、港と繋がる

ネットワークというのをきちんと書き込んで頂ければというふうに思います。 

○小磯氏 ありがとうございました。 

 それでは大野さん、お願いします。 

○大野氏 ありがとうございます。今、伊関さんの方から、皆でなんていう話もありまし
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たけれども、我々小規模の事業者からすると、実際に北海道のポテンシャルはこれだけ

あって、世界の人々が必要としてくれているのだよという様な事を説明されても、実際に

自分達がどうやって世界に売っていけば良いのかといったところの具体案が、なかなか小

規模な事業者というのは分からないところが多いです。もちろんそういった事を踏まえた

上で、市も道も国も、そういったプランはたくさん用意していらっしゃいますし、でも、

小規模の事業者の一つのポイントは何なのかといったら、基本的に情報弱者が多いので

す。ですから、行政としては、こういったプランをたくさん用意しましたといったところ

で終わってしまっているというのが非常に残念に感じる事が多いです。ある程度意欲の高

い人間というのは、自らそういった情報を取りにいって、知って、そういった所を使おう

というふうに思うのですけれども、やはりもっともっと、特に北海道の生産をやっている

方々の気質というのは、どちらかと言ったらのんびりというか、悪く言うと商売気質が

ちょっと弱いというか、でも、良いものはやっぱり作っているのです。でも、売り方を知

らなかったりとか、届け方を知らないという事が多いです。そして、それを知る機会、知

る仕組みがあっても、それをまた知るというような意欲に欠けるという訳ではないのです

けれども、ちょっと機会が少ないというところであります。 

 ですから、こういったような場所に呼んで頂いて、こういった計画を私としても、国と

して北海道をこうしていくのだと、指針を示して頂くという事に関して理解を深める機会

を頂いたという事は、非常に勉強になりますし、光栄な事であります。ぜひ、そういった

意味も踏まえまして、地域の小さな商業者のところの意見もぜひ取り入れて頂ければ良い

のかなというふうに思っております。 

 その上で、国の方向性としての部分に関しては、流通の部分に関しましても、我々、小

口で輸出出来る事がないので、千歳空港などで民間さんが集積しながら一つのコンテナで

送るような取組をされているという事もありますけれども、ぜひ、そういった我々小規模

の事業者でも世界で勝負ができるような窓口であったりですとか、流通の仕組みであった

りですとか、そういったものをもう少し我々小規模の商業者が使いやすいような仕組みづ

くりをやって頂けると、我々としてはそういった勝負をして行こうという気持ちにもなる

のかなというふうには思います。 

 それと同時に、一つ一つの地域ごとによって実情も違いますし、北海道は国交省さんも

ありますし、振興局があって、行政単位が少し複雑になっているので、特に国交省さんと

しての指針といったところの具体性をどんどん掘り下げていけばいく程地方行政と重なっ

てくる部分もあるというのは良くわかるのですけれども、これからグローバル化をどんど

んどんどんしていくよといったところに関して言えば、やっぱりアバウトなところの戦略

のままでいってしまうと、それこそどこにポイントがあるのといったところで、グローバ

ルな社会の中では全然相手にされないのではないのかなと。ですから、もっともっと露骨

に北海道としての良さといったところを、行政区分と関係なく、もっとそこを掘り下げて

何処に何を売っていくのかといった事はやはりもっと考えるべきなのかなと。ただ単に食
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と観光という事だけにいってしまっても、やはり対象として何処に何を売って、どこをポ

イントとしてやっていくのかという事が見えないと、やっていく施策の中身もやっぱり変

わっていくのではないのかなというふうに僕は思っております。 

 ですので、なかなかこういう政策に関して反映出来るところというのは、国の部分、地

方行政の部分という垣根は難しいかもしれませんけれども、ぜひ、そういった意味も踏ま

えまして、国として出来る事といったところをもう少し掘り込んでやって頂ければ良いの

かなというふうに思いました。 

 以上です。 

○小磯氏 ありがとうございます。 

 それでは金子さん、お願いします。 

○金子氏 私の方で申し上げたいのは、やっぱり最後は人なのだなというところかなとい

うふうに思います。釧路港おもてなし倶楽部で活動させて頂いている中で、生田先生の学

校にも実はお手伝い頂いて、外国人の方がいらした時におもてなしをするのですけれど

も、高校生の皆様方が英語を勉強して、その力を発揮しながら色々な案内をして下さった

り、お茶を運んでくれたりと、色々やって下さっています。 

 そういった交流が生まれる中で、外国人の方に一番喜ばれるのが、心のこもったおもて

なしというものを受けたという事が本当に嬉しかったと。色々見てきて観光した事より

も、こうして皆が力を合わせて、自分たちの出来る事で、切り紙というか折り紙をさせて

もらったり、着物の着つけ体験をさせてもらったりというふうな事の方がよほど印象に残

りましたという事で、そのためだけにもう一度日本に来たという方もいらっしゃるぐらい

です。 

 そういった中で、人との交流というものが生み出すものというのは、非常に大きいなと

いう事も一つあるのですけれども、その他に、ちょっと協働という事でいつも考える事が

ございますけれども、市民活動をしている時に、自分たちの力だけでは足りないという事

で、特に開発建設部さんには大変お世話になっていて、市民活動の時に人手が足りない、

助けてという事でお願いしますと、本当に快く良いですよというふうに協力して下さいま

す。そういった中で、市民のやっている事にお力添えをして下さる力強い方という形で頼

りにさせて頂いているところもあるのですけれども、そういった中で顔の見える関係、行

政と市民との顔の見える関係というのがあるという事は、本当は非常に良い事なのではな

いかというふうに思います。 

 地方自治体もそうだと思うのですけれども、何か顔を合わせると文句を言われるのでは

ないかというふうに怯えてしまうという話もよく聞きますけれども、そういった事が何か

いつも手伝ってくれていた人達だよねという時に、それが発生しますかという事もあると

思います。そうした中で協働という事が非常に、これから国も色々と変化があると思いま

すけれども、そういった中でも運営していく中で本当は重要な事なのかなというふうに思

います。 
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 また、今回、この中間整理の中に書かれている協働について、ボランティアとかそう

いった事についても、タダではなくて、きちんと仕事になるような出し方という事も検討

していくという事が書かれている事に、私は非常に期待感を持っているという事も申し上

げておきたいと思います。 

 色々と、例えばワークショップとかを住民の所に行ってやらせて頂くよという事になり

ましても、自分達が仕事を他に持っている中で出かけて行ってやるとなると、仕事を休ん

で行かなければならないという事も出てきます。そういった時に、やはりそれを続けてい

くと疲弊してしまう、下手すると会社を潰してしまうという事になりますので、そういっ

た事のバックアップがあるというのは非常に大きな力にもなると思います。 

 人を育てていくという事に重点を置いていて下さるこの総合計画でございますので、こ

ちらの方で人材育成といった面で大きく期待をさせて頂きたいと思っております。 

○小磯氏 ありがとうございました。大きな期待を込めた御発言で。 

 それでは、最後に森崎さん、お願い致します。 

○森崎氏 ありがとうございます。 

 最後ですので、大きく二つの切り口でお話をさせて頂こうと思います。 

 一つは、私自身が嘱託職員ではありますが、行政職員の端くれと致しまして、文書の大

切さをすごく理解しているという部分がございます。ただ、先ほども申し上げた通り、こ

の分厚い資料が出てくると、一般の人達にとってはかみ砕く事はなかなか難しいという事

で、それをかみ砕いて伝える役割を担っているのかなと思っているところなのですが、ま

ず、住民一人一人が地域運営に関わる事というのが非常に大切だというふうに思っており

ます。 

 その中で、ちょっと今日の会とはかけ離れた考え方なのかもしれないのですけれども、

例えば、自治体の町内会の加入率がすごく少なくなっているとかというような問題提起も

ございますけれども、それはやはり、なかなか最近では必要性が少なくなったからなのか

なというふうな思いもございます。地域と繋がるよりも、例えば車社会ですので、あちこ

ちに行きやすくなったりとか、今インターネットの環境があって、インターネット上で自

分の好みの人たちと繋がれる、そういうコミュニティーが作れるというような環境もある

からというのもあるのかなと思います。だから、現在は実際の交流というのが非常に大切

になって来ているのかなと思います。 

 好きな仲間でコミュニティーを作ると、同様の考え方をする人が多いので、苦言を言う

人も少なくなります。ただ、町内会にいると、昔はうるさいおじさんですとか、お喋りな

おばちゃんですとか、そういった中でいろいろな社会教育を受けながら子供たちは育って

来ていたのかなと思います。それがなかなか希薄になっている現在、そこに二つ目とし

て、こちらのパートナーシップ活動の方には言葉としては出て来なかったかなと思うので

すけれども、本日、高校の先生もいらっしゃいますし、大学の先生もいらっしゃいます

し、今、学生と言われる人たちに、大人の私達も必要なのかもしれないのですけれども、
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キャリア教育という形で、何らかの形で一般の社会人も関わり合いながら、小さな頃から

のキャリア教育というのは必要になってくるのかなと思っております。 

 普段ハローワークに居るものですから、ハローワークの数字を一つ。７月末の釧路管内

の有効求人倍率というのは、１.０４という数字が出ております。１.０４というのは、 

１００人仕事を探していたら１０４件の仕事があるという数字になっておりますが、もの

の五、六年前には０.２２４とか２３とか、そんな数字でございました。１００人仕事を

探していても２３件しか仕事がないという時代もございました。ただ、相談員として私が

座っていて、感覚としては、全く変わった感覚がございません。求職者と呼ばせて頂いて

いますが、来所数は少なくなったかと思うのですが、一人一人と関わっていると、困った

感というのに全く違った部分が感じられないというのが感覚でございます。その五、六年

前も今も、企業さんはいわゆる人材不足というものを抱えているような思いがあります。

昔も今も、人材不足というと単純に数字の部分がありますけれども、いわゆるここでほし

い人材というのがいないのだという声をよく聞く事があります。ここで地域が担うのは、

やはりキャリア教育であり、人づくりであるのではないかなと思っておりました。 

 本日の会議に参加させて頂いた事に大変感謝しております。ありがとうございます。 

○小磯氏 ありがとうございました。いろいろ地域の実情というもの、実践的な立場から

教えて頂いたという思いがします。 

 西山先生、どうでしょうか、皆さん方の御意見を改めてお聞きになられて、コメント頂

ければと思いますが。 

○西山氏 先ほどはコンパクトシティでちょっとシビアな話をしてしまいましたが、先ほ

どの話の結論としては、ともかく頑張る地域が生き残る、その地域は皆と一緒に落ちてい

く訳ではなくて、場合によっては、色々な意味で、空間的、物理的な要因でむしろ人口が

増えていったりする可能性もある。要するに、人という事でいうと、発展する事もあり得

る訳です。 

 ただ、全体としては、非常にシビアな事を繰り返すというか、発生した後にそういう形

になっていくという事を国は政策としてとっているという事をポジティブに考えるしかな

いでしょう。やっぱり地域それぞれが、いかに自分達の地域をブランド化していくかとい

うか、外から魅力が見えて、あそこに行ってみたい、あそこに行って食べたいとか、最終

的には住みたいと思われる町になること、とはいえ、まずは訪れるとか、一度は行ってみ

たいといった事が大切になります。 

 私は、観光を一方で専門としており、私の所属する観光学高等研究センターは大学院を

持っており、観光創造専攻と言います。そこでは、観光創造は価値創造であると言ってい

ます。要するに、最初からの有名観光地とか世界遺産はとりあえず放っておくとしても、

やはり地域において新しい価値が創造されていくという事がどういう形で起こり得るかと

いう事象に色々な側面から我々は関わっています。この計画の中でも大きく食と観光と謳

われていますが、ただ、ここに書かれている観光という言葉を見ただけではどうして良い
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かわからないところが正直あるのではないかなと思うのです。私は、そういう生き残りた

いと言うとちょっと切実過ぎますけれども、もっと魅力的な町になって、人が生き生きす

るまちをつくりたいと思うのであれば、そのためには、まさに産業、特徴のある産業、そ

れは漁業か農業か二次産業かわかりませんけれども、そういう産業を興していって、そし

てそれを外に発信していくという事になっていくと思うのです。その時に、観光には何が

出来るかという事が重要です。 

 我々は今、ＤＭＯ、デスティネーション・マネジメントという事を頻りに言っている訳

です。これは、昔は良いものをつくったらお客さんは来てくれるのではないかと思ってい

たのですけれども、まさに大野さんが仰るように、ちゃんとした優位性というか、絞っ

て、きちっとマーケティングするという様な事をやっていかないと、とてもではありませ

んが、人は来ないし、物は売れませんし、地域は活性化しない。そういう中で、デスティ

ネーションとして自分達の地域を考える。デスティネーションというのは目的地です。だ

から、我々がどこかに行こうと思った時に、ハワイがデスティネーションである観光、パ

リかもしれないし、東京かもしれないし、京都かもしれない。そういう観光目的地、訪れ

る目的地としての自分たちの地域は外からどう見えているか、あるいは、外からどう見え

るデスティネーションとなるように自分の地域をマネジメントしていくかというのがデス

ティネーション・マネジメントです。これがただのまちづくりとか観光まちづくりとか着

地型観光などというのとちょっと違うのは、発想が逆なことです。視点が逆にあるという

事、つまり自分たちの地域を客観的に見ようとする、客観的に見て取捨選択したり、磨き

をかけたりして、それをきちっとマネジメントして、外に売り出していく、プロモーショ

ンしていくというような、この一連の活動が、従来はどうしてもそれは旅館組合がやる事

でしょうとか、観光協会がやる事でしょうとか、商工会ではないですかとかという形で、

地域みなで考えようとしなかったのです。裏を返すと民間の仕事だと、住民も行政もみな

思っていたのです。観光事業者がやれば良い事であって、一般の我々は関係ない。我々は

農業をやる、漁業をやる、物を作ると。そうではなくて、要するに、今、生き残りという

事は死活問題であって、ある自治体にとっては、観光ほど公益性の高い事業はないわけで

す。要するに、それをやる事で生き残れるのであれば、観光に真剣に取り組むという事

は、まさに民間の事業ではなくて公益事業な訳です。ただ、その公益性を担保するために

は、それを担う組織が要る訳です。それは先ほどから出ている協働という言葉、協力して

働くと書きますが、その官民協働という形で、要するに地域が全体として生き残っていく

ために地域をブランド化していく、そのために色々な産業を総動員してというか、先ほど

大野さんが言われた様に絞り込んで、磨きをかけて、商品化していって売り出していく、

ブランド化していって人に売り出していくというような、こういう事をやる組織が必要だ

と思うのです。今、金子さんとかが仰っているような、小さい活動だという様な言い方を

されてはいますけれども、明らかにこれは公共サイドからの共感というか、理解を得て、

その公益性というものを理解しているから、お手伝いというか、声をかけたら手助けして
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くれるという関係が生まれているのです。これはまさに官民の協働が芽生えているという

か、十分機能しつつあるという事です。これを更に目的を明確にして、デスティネーショ

ン・マネジメントをやるオーガニゼーション＝組織を作っていくことが求められます。こ

ういう事に展開するような観光であること、ここで言う観光はそういう観光なのだという

事まで、戦略的に、いわゆる技術論として書けると思うのです。それがまだ、計画には今

書き込まれていないと私は思います。 

 ですから、今日のお話を聞いていて、中間整理段階で、この計画にはもっとそういう 

ＤＭＯとして地域が公益的な目的を掲げる組織を作り、観光という公益事業を官民が協働

でやるのだというような、そこに今皆さんが仰っているような、地道なというより、確実

に獲得しようとしている努力が結実される町が出来れば、そこが多分生き残っていく町に

なるというふうなシナリオを書くべきではないかと思いました。 

 そういう時に、石橋さんが先ほど農業経営者を育てなければいけないという話、要する

に、これもまさに経営＝マネジメントができる人を育てるという事ですね。これは、私は

六次産業化という事にも繋がると思うのですが、こういう優れた農業経営者、ビジョンを

持っている農業経営者、あるいは漁業の経営者、それから、もしかしたら、別のまた食産

業の経営者かもしれないけれども、そういうものを六次産業化していけるのは誰でしょ

う？やはり農業経営者が六次産業を興すのは難しくて、むしろこれは三次産業をやってい

る人間がコーディネーターとなって六次産業化していくという事が必要ではないかと別の

観光の専門家がいます。 

 ですから、そういう意味では、ＤＭＯというものをちょっと一度、皆さん頭の中に入れ

て考えて頂けないかという事、デスティネーション・マネジメント・オーガニゼーション

ですね。それを官民協働＝ＰＰＰですね、パブリックとプライベートのパートナーシップ

を結ぶ。今日もパートナーシップ会議ですけれども、パートナーシップを結んでＤＭＯを

運営していき、その公益性を公が認める事が出来たら、そこに一定程度の特区のような権

限を与えていって、そのまちの成長というか、発展を支援する事が出来る。そして、その

時の六次産業化、多分北海道においては六次産業化というのが最も大きなキーワードに

なってくると思いますが、そこにはやっぱりそういう農業をマネジメント出来る人がい

る、漁業をマネジメント出来る人がいる、そういう人たちを束ねる、より六次産業のマネ

ジャーみたいなものが必要になってくるという様な、そういうシナリオが明確に描けれ

ば、そのノウハウを書く事が出来るのではないかなというふうに今日思いました。 

○小磯氏 ありがとうございました。 

 私の方からも簡単に。皆さん方の話を聞いて２点、これは森崎さん、金子さん、それか

ら大野さんのお話に共通するところですが、市民と行政との関係についてです。生田先生

の話にも関わるのですが、大野さんの話の中に情報弱者という言葉がありました。これは

やっぱり象徴的でして、こういう事をやりたい、こんな事をしたいのだけれどもという思

いは地域の中にあっても、それにきちっと応えてくれる情報というのが実はなかなか無
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い。これからの行政の役割というのは、予算を使って仕事をする事も大事なのですけれど

も、使える情報をタイミング良くしっかり提供していくという役割が一層これからの政策

マン、行政に求められて来ていると思います。その仕組み、関係づくりをどうしていくの

かというのが大切で、そこで大事な事は顔の見える行政であり政策です。今回は計画、プ

ランニングの策定ですからある意味で顔の見える計画という意識というのをやっぱり計画

の策定作業の中に組み込む、まさにそこが本日のパートナーシップ会議の意義であり、地

域の皆さんから見て、ああ、こういう計画なのだというような、そういう一定の親しみ、

そこに政策としての親近感のある、それがやっぱり役に立つ計画に繋がるのではないかな

という事をあらためて感じました。 

 それからもう１点、石橋さんの方からＪＲ北海道の問題、大変生々しい問題なのです

が、非常に大事な問題であって、交通の基盤というものをより安定的に地域が維持してい

くという事は、如何なる経済社会活動をやっていく上でも一番大事なことです、特に地方

にとっては大事な基盤であり、鉄道問題に北海道がどう向き合うのか、すごく大事な問題

だと思います。 

 実は、この北海道の総合開発計画というのは１０年単位、１０年先の北海道をどうする

かという、そういう視野で議論ができる貴重な機会です。それは逆に言うと時間軸、長い

時間軸で考え議論する機会であると、では過去に遡ってみればどうなのだろうかという事

で、例えば根釧の歴史というのを考えてみますと、戦後の開拓の時代の鉄道は拓殖軌道で

す。まさに拓殖のため、北海道開拓のために鉄道事業というのが整備された時代で、財源

は今で言えば開発予算です。今はもちろん制度が違いますけれども。逆に言うと、そうい

う歴史を改めて振り返る議論も、やっぱりこういう計画議論の中では実は大事で、より長

期的な視野で少しこれまでの北海道を支えてきた仕組みとか、そういうものも改めて考え

ていく必要があるのではないかなと。これがやっぱり新しい総合計画という長期計画を、

長い目で前も見、後ろも振り返りながら議論していく貴重な機会になるのではないかなと

いう事を改めて感じました。もちろん受けとめていくべき大変難しいテーマではあります

けれども、こういう場でこそ出てくる議論であり御意見なのかなという事を感じました。 

 

６．閉  会 

○小磯氏 さて、一応与えられた時間がもう既にほぼ来ております。実は北海道局、今日

幹部の皆さん、本当に貴重な時間、こういう形で御来席頂いて、全ての皆さん方の御意見

にお答え頂くという時間はもちろんなかったのですけれども、どうでしょうか、局長の方

から最後に御挨拶も含めて、少し感想という事でお話を頂ければと思いますが。よろしく

お願いします。 

○岡部北海道局長 それでは、皆さんどうもありがとうございました。時間が限られた中

で、司会の小磯先生にも色々御苦労頂きましたけれども、皆様から貴重な御意見をたくさ

ん頂けたというふうに思っております。今後、計画作りの最終段階に向けて、皆様の御意
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見をどう反映させていくかというのをこれから一生懸命考えたいというふうに思っており

ますので、どうもありがとうございました。 

 若干、感想めいた話になりますが、一つは、圏域と言いますか、エリアの話が出まし

た。北海道は広いですし、それぞれの地域が皆さんそれぞれ特性を持っております。一方

で、交通ネットワーク、今ＪＲの話もありましたけれども、この釧路地域にも高速道路が

延びてくるという様な時代になってくると、従来の圏域の考え方が少しずつ変わってくる

のかもしれません。あるいは、インバウンドの観光だとか、食、農林水産品の輸出なんて

いう事を考えて、グローバルな物の考え方をする時に、北海道の中の圏域をどう考えたら

良いのだろうかというような課題もあるのではないかと思っておりまして、計画にどうい

う方向性で、そこを書き込めるかというのは検討して参りたいというふうに思っておりま

す。貴重な御意見を頂きました。 

 それから、皆さんに共通して提示頂いた意見は、やっぱり人材の話だというふうに思っ

ております。もちろん生田先生は、まさに子供たちの教育をして頂いているという事であ

りますが、我々国交省の余り得意な分野ではないという事でありますけれども、こういう

計画を推進していく上では、まさに人材というのは極めて重要で、開発局も来ております

けれども、道路を作る、港を作るという基盤を整備した上で、どういう人達にどういう経

済活動をして頂くかという事を考えた時に、まさにグローバルだったり、あるいは地域の

中の濃淡がつく時代になった時に、やっぱりそれぞれの地域に、地域の事を真剣に考え

て、前向きに色々な事にチャレンジする人達に、どういうふうに活躍して頂くのかという

のは非常に重要なところで、我々の立場からそこをどういうふうにサポート出来るのかと

いう事が大きな課題だというふうに思っております。 

 一つは、こういうパートナーシップ会議という名前にしておりますけれども、冒頭に申

し上げました計画作りの段階での御意見というのも反映して参りたいと思いますけれど

も、計画を作った後の推進に際して、やっぱりこういう地域で活躍されていた方々に今後

も、こういう場が良いのか、どういう場が良いのか良くわかりませんけれども、参画頂い

て、計画を推進していくところについて、地域地域の人材づくりの核を担って頂ければと

いうふうに思っておりまして、我々はそういう場を作るのがまずは使命だなというふうに

思っております。 

 プラットフォームというような言い方もしますけれども、そういうものを道内のあちこ

ちにたくさん作りながら、地域地域が目の前の色々な課題、あるいは中長期的なビジョン

を持って、この１０年を乗り切っていけるようにして参りたいというふうに思っておりま

す。 

 小磯先生、西山先生にも引き続き、また部会の中で御指導頂きながら、しっかりとした

計画を作って参りたいと思っておりますし、また、皆様方には、計画を作った後、またお

声がけをする事があろうかと思いますので、ひとつ今後ともよろしくお願いしたいと思い

ます。 
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 本日はどうも有り難うございました。 

○小林開発計画課長 本日は、長時間どうもありがとうございました。まだまだきっと皆

様方にも言い足りない事があったかと思いますけれども、とりあえず、今日はこの場で締

めさせて頂きます。 

 今、局長から話もございましたが、実は計画部会の中でも、計画を作るだけではなく

て、その後もしっかり監視していく口の悪い応援団になるぞという御意見もあったやに記

憶してございます。局長が今言いましたように、こういうパートナーシップ会議、先ほど

参事官から説明があったように、これだけで終わらすつもりはございませんので、引き続

き色々な形で関わらせて頂ければと思います。 

 とりあえずは、今日はこれで締めさせて頂きたいと思います。 

 それでは、以上をもちまして、北海道価値創造パートナーシップ会議ｉｎ釧路～新たな

北海道総合開発計画に向けて～を閉会致します。 

 本日は、御多忙のところ、多くの皆様に御参集頂きありがとうございました。今日はこ

れで終わらせて頂きます。 


